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現在の薬理学分野スタッフ 薬理学忘年会にて 

南先生を囲んで 丸山先生、Dr. Ken Liu を囲んで 

Dr. Ken Liu を客員教授に迎えて SCRP 大会にて 



 

昭和大学から明海大学へ～城西大学との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和大学医学部生化学教室同門会 須田教授を囲んで～昭和大学の先生方と 

1990 年、マラソンで本橋先生と会う。 城西大学の先生方と 

コミュニケーション学会にて 大谷教授を囲んで：薬理学教授陣と 



 

国際交流関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久米川前国際交流委員長と メキシコ州立自治大学(UAEM)創立 35 周年記念式典で 

北京大学口腔医学院の Dr. Zhan Wei と 第四軍医大、北京大の先生と 

ロヘリオ、ブランカ、橋本先生 レネ、イグナシオス、牧先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レネの父リゴベルトと IADR トロントで北京大学口腔医学院の先生と 

Dr. Chu と 明友会にて 

ヘンリー・タケイと ビルと 



 

国際学会・会議で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タンニン会議（ベント・オレゴン） 

Dr. Delinasios と息子 ヒオス島のマスティック協会にて 

クリス博士の病院（ザイオン、IL）に招かれて バチャチャリア博士と 



 

クラブ活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯学体（アーチェリー部門） 嬬恋にて 

アーチェリー部追いコン 歯学体主管校の顧問として挨拶 

歯学体（ソフトテニス部門） ソフトテニス部追いコン 



 

第１３２回日本薬理学会関東部会 

２０１５年７月４日（於明海大学浦安キャンパス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ランチョンセミナーでの挨拶 評議員会にて 

The Dentures のメンバーと YIA 表彰式・懇親（情報交換会）30 周年記念館にて 



 

 

明海大学歯学部最終講義 

「口腔疾患治療薬の開発をめざして」 

２０１７年３月２３日 PM ２：００～ (於大３講義室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安井学長より祝辞 

中嶌歯学部長より花束 

座長の草間学生部長 

小山田、田沼、波多野、中司、下津先生と 

最終講義 

若林、本橋、白瀧先生と 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Dr. Xiao Li と 

曽根先生と 嶋田先生と 

富永さんと 中村先生と 

大石先生と 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座員のヘルプに感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生と 

ソフトテニス部員と アーチェリー部員と 

受付の田島、奥平先生 司会役の安達先生 

古藤田先生と 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

家族旅行（乗鞍岳） 那須岳にて 

ジョギングコース：高麗川故郷遊歩道 江東区深川（パステル画）by HS 

駒場公園（油絵）by HS 落合公園（油絵）by HS 
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坂上宏教授経歴 

生年月日 1952 年 3 月 15 日（東京都生まれ） 

学歴・経歴 

1974 年 3 月 東京大学薬学部（薬学士）（指導教官：山田正篤教授）

1975 年 3 月 東京大学薬学部研究生修了

（放射線医学総合研究所生理病理研究部 佐渡敏彦研究部長）

1977 年 3 月 東京大学大学院薬学研究科前期課程修了（指導教官：山田正篤教授）

1980 年 3 月 東京大学大学院薬学研究科後期課程修了（指導教官：山田正篤教授）

東京都老人総合研究所三井洋司主任研究員、室田誠逸室長）（薬学博士）

1980 年 4 年 昭和大学生化学教室助手

1982 年 6 月 RPMI Cancer Drug Center (Alexander Bloch 研究室)へ留学 

1986 年 6 月 昭和大学医学部生化学講師

1996 年 11 月 昭和大学医学部生化学教室助教授 

1997 年 4 月 明海大学歯学部歯科薬理学講座教授

学内役職 

1998 年 4～2014 年 3 月 歯学部国際交流委員長

1999 年 4 月 歯学部 Meikai Pharmaco-Medical Laboratory (MPL) 研究室長 

2004 年 4～2008 年 3 月 歯学部研究部長

2008 年 4～2012 年 3 月 歯学部メディセンター長

2014 年 4 月～現在に至る 明海大学評議員・理事 

学外委員等 

2000 年 4 月～2006 年 3 月 日本歯科医師会  器材薬剤室・薬剤部会委員 

2005 年 4 月～2007 年 3 月 広島県産業科学技術研究所 

知的クラスター専門部会・技術部会委員

2012 年 4 月～現在に至る 歯科基礎医学会編集委員 

2014 年 4 月～現在に至る 朝日大学評議員・理事 

2016 年 4 月～現在に至る New Food Industry Advisoary Board 
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研究テーマ 

1 口腔扁平癌細胞を選択的に傷害する物質の探索、誘導される細胞死のタイプと作用点

（メタボローム解析） 

2 抗がん剤の副作用の緩和 

3 リグニン配糖体の薬理作用、作用部位の同定 

4 唾液診断マーカーのメタボローム解析による検索と、口内炎治療効果のある第三類医

薬品の効能の確認 

5 歯肉炎モデルを用いた炎症マーカーおよび歯肉炎抑制物質の探索 

6 酸化チタンナノ粒子の生態系に与える影響 

7 コミュニケーション学：組織の活性化と人材の育成、国際的コミュニケーション能力

の重要性 

 

趣  味 

クラシック音楽（シベリウス、ベートーベン、モーツァルト、ブラームス）、ポップス（小

田和正、中島みゆき、ユーミン、岡村孝子）、ジョギング、洋書（小説） 

 

競争的資金等の研究課題 

1 新規 3-スチリルクロモン誘導体の口腔癌治療薬としての可能性に関する基礎研究、日本

学術振興会：科学研究費助成事業（学術研究助成金）（基盤研究(C)）研究期間：2016

年 4 月- 2019 年 3 月 代表者：坂上 宏 

2 植物性食品および生薬中の抗腫瘍性物質としての高分子ポリフェノール研究の展開、文

部科学省：科学研究費助成事業（学術研究助成金）（基盤研究(C)）研究期間：2013 年 4

月- 2016 年 3 月 代表者: 波多野 力 

3 コラーゲン代謝物に着目した唾液老化マーカーの開発 文部科学省：科学研究費挑戦的

萌芽研究 研究期間: 2013 年 4 月- 2015 年 3 月 代表者: 坂上 宏 

4 ヒト歯髄細胞を用いた硬組織再生の試み 文部科学省: 科学研究費一般研究(C) 研究期

間: 2011 年 4 月- 2014 年 3 月 代表者：片山 直 

5 機能性食品中の腫瘍細胞への作用物質としてのポリフェノールの研究 文部科学省: 

科学研究費一般研究(C) 研究期間: 2010 年 4 月- 2013 年 3 月 代表者：波多野 力 

6 麻酔薬の各種悪性細胞に対するオートファジー誘導療法 文部科学省：科学研究費一般

研究(C) 研究期間：2009 年 4 月- 2012 年 3 月 代表者: 長坂 浩 

7 活性型カルボニル基をファーマコフォアとする化合物ライブラリー構築に関する研究 

文部科学省：科学研究費一般研究(C) 研究期間：2008 年 4 月-2011 年 3 月 代表者：河

瀬雅美 

8 ヒト口腔扁平上皮癌細胞を標的としたオートファジー誘導療法に関する基礎研究 文

部科学省: 科学研究費一般研究(C) 研究期間：2007 年 4 月- 2010 年 3 月 代表者：坂上 
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宏 

9 麻酔薬の悪性腫瘍細胞に対するアポトーシス誘導活性に関する研究 文部科学省：科学

研究費一般研究(C) 研究期間：2004 年 4 月- 2008 年 3 月 代表者：長坂 浩 

10 半経験的分子軌道法を用いた分子構造とアポトーシス誘導活性の相関関係 文部科学

省：科学研究費挑戦的萌芽研究  研究期間：2003 年 4 月- 2006 年 4 月 代表者：石原真

理子 

11 歯科領域におけるポリフェノールの臨床的意義と応用に関する研究  文部科学省：科学

研究費一般研究(B) 研究期間：2002 年 4 月- 2005 年 3 月 代表者：坂上 宏 

12 根尖歯周組織破壊に対するマクロライド系抗生物質の制御機構の解析 文部科学省：科

学研究費一般研究(C) 研究期間：2002 年 4 月- 2005 年 3 月 代表者：菊地寛高 

13 麻酔薬の各種悪性腫瘍細胞に対するアポトーシス誘導活性 文部科学省：科学研究費一

般研究(C) 研究期間：2001 年 4 月- 2004 年 3 月 代表者：長坂 浩 

14 効果的な個人的口腔癌治療に関する基礎的および臨床的研究 文部科学省：科学研究費

一般研究(A) 研究期間: 2001 年 4 月- 2004 年 3 月 代表者：坂下英明 

15 抗酸化剤によるヒト口腔扁平上皮癌細胞における HIF-1αの挙動 文部科学省：科学研

究費一般研究(C) 研究期間：1999 年 4 月- 2002 年 3 月 代表者：坂上 宏 

16 新制癌剤としてのベンジリデンアスコルベート－その作用機序 文部科学省：科学研究

費一般研究(C) 研究期間：1993 年 4 月- 1995 年 3 月 代表者：坂上 宏 

17 制癌性 BRM の新しいリード化合物を求めて－天然リグニンと関連ポリフェノール 文

部科学省：がん特別研究  研究期間：1991 年 3 月- 1993 年 4 月 代表者：川添 豊 

18 抗エイズ活性を示す新規合成リグニンによる抗ウイルス作用発現のメカニズム 文部

科学省：文部省科学研究費 一般研究(C) 研究期間：1991 年- 1992 年 代表者：坂上 宏 

19 ヒト骨髄性白血病細胞を分化誘導するタンパク性因子とその作用増強に関する研究 

文部科学省：科学研究費一般研究(C) 研究期間：1986 年 4 月- 1988 年 3 月 代表者：武

田 健 

20 Pine cone antitumor substances stimulate cytotoxic factor production in young mice, but not in 

aged or tumor-bering mice 松籟科学技術振興財団：助成金 研究期間：1987 年- 1988 年    

代表者：坂上 宏 

 

特  許 

1 特願 2011-016195 : 新規タンニン誘導体  波多野 力、竹内靖男、坂上 宏 

2 抗腫瘍性多糖 第 2519461 号 

3 ウイルス感染予防剤 第 2923660 号 

4 リグニンの新規用途 公開番号：特開 2003-40792 

5 ポリカフェノールの新規用途 公開番号：特開 2003-40786 
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皆様への感謝の気持ちをこめて 

坂 上  宏 

  

昭和大学医学部時代は、自由な校風で思うままに研究をさせていただいたことを深く感

謝いたします。若い頃に、焦らずにゆったりとした環境ですごすことの大切さを学びまし

た。 

1987 年、故あって、明海大学歯学部歯科薬理学分野に主任教授として赴任することが出

来ました。当時、薬理学と生理学（上羽隆夫教授）の研究室が、2 階と 3 階を共有してい

たため何かと不便でした。北野歯学部長のご配慮で、薬理学研究室を２階に移動させ、よ

うやく独立して実験ができるようになったことが今更のように思い出されます。明海大学

は秩父連山が遠望できる大変環境の良いところです。学生も明るく、指導の仕方次第では、

能力もぐんぐん伸びてゆきます。明海に来て本当に良かったと思っております。歯学部の

もう一つの魅力は、歯科の研究を通して、全身の健康をコントロールできることです。ま

た、唾液には種々の老化マーカーが存在しておりますので、様々な食材、健康食品、スポ

ーツ、漢方の効果を判定することが可能なことです。 

教育面では授業が苦手で苦闘の日々でした。何とか無事に講義を終えることができたの

も、研究部長、メディアセンター長、薬剤部会委員、広島県産業科学技術研究所知的クラ

スター専門部会委員などを務められたのも、当時、講座におられた薬学部出身の丸山一郎

先生、柏俣正典先生、橋本研先生、小林正樹先生、歯学部出身の梅村直己先生、そして、

現在の講座員である安達一典准教授、田雅道講師、奥平准之先生からの甚大なる支援があ

ってのことであると思います。有難うございます。 

研究については、昭和時代から一貫して「リグニン配糖体」をキーワードとして取り組

んでおります。私の使命はリグニン配糖体を世に広めることです。1999 年に、宮田侑前理

事長（現相談役）のご配慮で、産学連携の研究室（Meikai Pharmaco-Medical Laboratory, MPL）

を創立することができ、現在に至るまで多くの研究者、他大学の先生との交流ができるよ

うになりました。深くお礼申し上げます。今年の 4 月からは、宮田淳理事長、安井利一学

長、中嶌裕歯学部長のご配慮により、MPL を更に発展させた明海歯科医学総合研究所

(Meikai Research Institute of Odontology, M-RIO)を創立いたします。有難うございます。今後

は、M-RIO を通して、明海大学の発展に微力ながら尽くしてゆく所存です。 

今日、こうして無事定年の日を迎えられたのは、皆様のおかげです。また、私がこうし

て明海大学で職責を全うできたのも、家族の支えがあったからであります。妻、そして子

供たちにも心から感謝したいと 思います。長い間、本当にありがとうございました。終わ

りになりましたが、皆様方のご健勝と益々のご発展を心から祈念しております。  

  

2017 年 3 月 

  

－4－



 

 

 

 

 

 

寄  稿  文 

  



坂上宏教授のご退職によせて 

学校法人明海大学 相談役 宮 田 侑 

本学歯学部病態診断治療学講座教授であられる坂上先生が、2017 年 3 月をもって定年退

職されます。制度上やむ得ないこととはいえ、先生のご退職は本学にとって極めて大きな

損失であり、寂しさを禁じ得ません。

先生は 1997 年、 昭和大学より明海大学歯学部歯科薬理学講座に教授としてご着任され、

1998 年から 2014 年までの 16 年間、長く国際交流委員長を勤められました。 

国際交流では、積極的に姉妹校との連携に貢献されました。主にはメキシコ州立自治大

学での祝典に参加し、北京口腔医学院では交換教員としての講義を行ない、成都市で行わ

れた日本における国際交流の現状をポスター展示により紹介しております。1994 年にメキ

シコ州立自治大学と姉妹校提携が始まり、長きにわたり積極的に交換教員の受入にご尽力

され、また 1998 年に北京口腔医学院、2001 年に第四軍医大学口腔医学院と姉妹校となっ

た大学からも交換教員の受入に多大な貢献をされました。先生は 1999 年に産学連携の共同

研究室の設立により、今日に至るまで、ポリフェノールによる口腔疾患の治療をテーマと

して、他大学との接点、口腔癌、扁平苔癬様異形成症に対する抑制効果について研究報告

され、ササヘルス（クマ笹葉アルカリ抽出液）配合歯麿剤の開発とその口臭予防効果につ

いて報告されております。また、抗癌剤はケラチノサイト毒性を示すのに対して、ケラチ

ノサイト毒性が低い化合物を合成しており、今後の臨床応用に期待しております。

学生に対しては、病態診断治療学の教育を通して「人格、識見豊かな歯科医師」を育成

されました。また、学部学生のスチューデント・クリニシアン・リサーチ・プログラムへ

の参加に対して明海大学では最初に研究指導を行い、これまでに 9 名の学生に指導行いま

した。

 先生は、教育、研究、学会活動等に関わられ、その情熱的な活動は、あらゆる分野の関

係者から、尊敬と賞賛を得ておられます。

 まさに先生の存在は、本学にとって大きな誇りであります。先生のご退職は本当に残念

なことではありますが、先生のご熱意とご業績は、先生の教えを受けた若き後継者によっ

て必ずや引き継がれていくことでしょう。

 先生の数々のご業績及び本学、歯科界へのご献身に対し心からの賞賛と御礼を申し上げ

ます。本学創立者宮田慶三郎先生も坂上先生のご退職に際し、本学に対する先生の永年の

ご貢献に対し、心から感謝していることと思います。

 先生におかれましては、定年とはいえまだまだ若く、本学や同級生などはもちろんのこ

と、日本の歯科界にとりましても、今後も一層先生にご指導いただかなければなりません。

先生には 4 月より「明海大学医学総合研究所」を立ち上げ、更なる大学発展のために協力

していただきます。また高齢化社会を迎え、認知症の予防、治療、スポーツ､口腔ケア、コ

ミュニケーション、食材などの関与に関しまして、よりいっそうのご活躍を祈念しており

ます。何よりもご健康を第一に、素晴らしい人生を歩まれることを心よりお祈り申し上げ

ます。

20 年間本当にお疲れ様でした。改めて心から感謝申し上げ、先生のご退職に際しまして

のお祝いの挨拶とします。
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坂上 宏教授のご退任にあたって 

   学校法人明海大学 理事長 宮 田  淳 

2017 年 3 月をもってご定年を迎えられました坂上教授の、20 年間に亘る明海大学に対す

るご尽力に心より感謝するとともに、これまでの様々なご功労に敬意を表します。 

坂上先生は 1997 年、南直臣先生の後任として明海大学歯学部薬理学講座の教授として着

任されました。そして、1998 年には、久米川正好教授の後任として国際交流委員長に着任

され、2014 年までの 16 年間の永きに亘りご活躍されました。その間、海外協定校との相

互交流や祝典、講演会等への参加と幅広く携わって頂きました。特に、メキシコ州立自治

大学からの交換教員の受入においては、Alex、Blanca ならびにリゴベルト元歯学部長のご

子息である Rene の指導にあたられ、博士号の学位取得までご指導頂きました。なお Rene

とは昨年メキシコにて行われた UEAM の CIAEO30 周年記念式典でも再会しましたが、現

在メキシコ国立自治大学の教員として活躍中であります。また、多くの海外協定校から来

日した学生たちとも積極的に交流を推進され、中でも様々な式典やパーティーでの先生の

見事な翻訳や名司会ぶりは、私の中でも強く印象に残っております。本学の目指す「広く

国際未来社会で活躍しうる有為な人材の育成」に多大な貢献を頂きましたことを深く感謝

致します。 

また、坂上先生は着任後僅か 2 年で、明海大学歯学部内に産学共同研究施設 MPL を設立

され、他大学や企業と連携した研究をスタートさせました。革新的でアクティブな研究姿

勢は、今もなお教職員、学生、多くの人に活力を与えてくれる存在です。MPL ではポリフ

ェノールによる口腔疾患の治療をテーマに研究を進められ、ついにササヘルス配合歯磨剤

の開発に成功されました。研究に対する熱い思いが実を結び、今後は MPL の名称を明海大

学歯科医学総合研究所（MRIO：Meikai Resarch Institute of Odontology）と変更し、新しい研

究体制で引き続きご尽力頂くことになっております。超高齢社会を迎えるにあたって、認

知症の予防薬・治療薬の開発、スポーツ、口腔ケアなど更なる研究開発にエネルギーを注

がれることと存じます。これからも本学の発展のために先導して頂き、坂上先生のますま

すのご活躍を期待しております。 
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坂上宏博士の教授職ご退任にあたり 

学校法人朝日大学 学長 大 友 克 之 

 坂上宏博士の明海大学歯学部教授職ご退任にあたり、姉妹校である朝日大学を代表し一

言ご挨拶を申し上げます。まずもって先生の永きにわたる教育、研究活動に心から敬意を

表したいと存じます。常に誠実で、かつ何事に対してもエネルギッシュなお姿は諸先輩、

また同僚のみならず多くの若き研究者や学部学生、大学院生に刺激を与えたものと拝察い

たします。 

 先生と小職との出会いは 30 年も前にさかのぼります。当時、小職は昭和大学医学部２年

生で、先生は同大学医学部生化学教室に在籍され、研究活動の傍ら、学部の生化学実習の

指導をされていました。そのときの先生の印象は、ラフな服装に白衣を引っかけ、われわ

れ学生が「一のことを質問すると十以上の答えが返ってくる」ような情熱的な教員でした。 

その後、小職は順天堂大学大学院を経て姉妹校である朝日大学歯学部に赴任し、先生は

昭和大学から明海大学歯学部に赴任され、新たな関係がスタートいたしました。小職が、

大学院生時代に国立がんセンター中央病院において、四肢発生骨肉腫に対する化学療法の

臨床的研究に従事した経験から、先生の格別なるお計らいにより明海大学歯学部歯科薬理

学講座の非常勤教員に推挙いただき、歯学部３年生に対して抗がん剤の講義を担当させて

いただきました。明海大学へ学生講義に伺う度に、レイバース（２階学生食堂）において

ランチをご一緒させていただきました。笑顔で「何を食べても美味しいですよ」とおっし

ゃいながら、健康志向の先生は必ずサラダを取っておられました。 

また学生講義を終えて坂上教授室へ戻ってくると、教授室には小田和正の曲が流れてお

りました。そんな中を英語論文の抄読会に参加する志高き学部学生がどこからともなく集

まってきて教授室の門をたたくシーンを拝見し、先生の学生指導に対する熱意を再認識い

たしました。 

定年退職後も国内のみならず、海外の研究者との間でも共同研究を続けられると伺って

おります。どうぞご健康に留意され、先生の益々のご活躍と明海大学歯学部のご発展を心

より祈念申し上げます。 

 

 

 

 

  

－7－



 

坂上 宏教授の退職にあたって 

学校法人明海大学 学長 安 井 利 一 

歯学部名物教授の一角を成した坂上 宏先生に心から感謝します。先生の研究に対する

真摯な態度、国際交流に対する人間味、明海大学に対する熱い想い、全てに頭が下がる思

いでした。 

 

 

坂上 宏教授のご退職によせて 

明海大学歯学部長 

機能保存回復学講座歯科生体材料学分野 教授  中 嶌  裕 

明海大学歯学部病態診断治療学講座薬理学分野教授、坂上 宏先生がこの度ご定年によ

るご退職を無事に迎えることを心よりお祝い申し上げます。 

坂上先生におかれましては、本学の薬理学講座を名誉教授、南先生より引き継ぎ講座活動

の発展のみならず、歯学部の研究ならびに国際交流に大きく貢献されてきました。坂上先

生が本学教授なられてから今日まで、歯学部を取り巻く環境は大きく変化してきました。

そのような激変する状況の中で、強い信念のもとに積極的に研究を進めました。特に、「明

海大学歯学部薬医学研究室（Meikai Pharmaco-Medical Laboratory）」を立ち上げ、実用可能

な基礎研究活動を組織し、リーダーシップを発揮して多大な実績をあげてきました。 

研究活動に加えて、歯学部国際交流委員長として歯学部の国際交流を大きく発展させた

ことも坂上先生のご努力の賜物と思います。本学の国際交流の基幹ともいえる海外の歯学

部との学生相互交流を推進させるだけでなく、研究面での国際交流にも積極的に取り組ん

できたことは、国際性のある歯学部を築きあげる原動力になっています。 

坂上先生は、誰にでも親しみをこめて接します。これは研究活動においても国際的な人

脈を広げてきた大きな一つの要因と思います。広い交流関係がさらに研究を推進させてい

ます。まさに、本学の建学の精神を具現化するように努められてことは、本学歯学部の大

きな財産であると信じております。今年をもって定年を迎えることになりますが、研究に

は定年はありません。これからもできる限り先生の研究活動が発展することを祈念申し上

げます。 

歯学部の発展に大きく貢献されてきた坂上 宏先生には、あらためて心からの感謝を申し

上げます。これからもお身体を大切にしてください。 
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坂上宏先生から学んだこと 

東京理科大学研究推進機構 総合研究院 武 田  健 

坂上先生、長い間お勤めお疲れ様でした（疲れを知らない先生に送ることばではないか

もしれません）。ご退任のお祝いを申し上げます。一区切りをつけ、新たなスタートライン

に立たれたことと想像しています。 

先生とは大学の研究室が同じ、就職先の大学の研究室が同じ、留学先の研究室が同じ。

未だに不思議な縁を感じています。実際に重なってお仕事を一緒にした期間はそれほど長

くないかもしれません。しかし、その間に先生からたくさんのことを学びました。研究に

対する真摯な態度、研究に没頭する集中力、常に明るくポジティブな思考、たくさんの論

文を書き、語学力を磨く継続的な努力。いずれも心掛けたいけど、真似ができない圧倒的

なものでした。 

今後、新たな夢に向かって挑戦され、ますますご発展ご活躍されますことを祈念申し上

げます。 

 

 

 

 

ご苦労さまでした 

東京医科歯科大学 名誉教授 大 谷 啓 一 

坂上宏先生、長い期間、大学での教育、研究生活を過ごされて大変ご苦労さまでした。

先生とは自宅が同じ駅での乗降でしたので、時々お目にかかるチャンスもあり親しくして

いただきました。専攻が同じ薬理学という分野でしたので、様々な情報交換を電車内や商

店街の道すがら行ったことを思い出します。さらに IADR など国際学会の際には食事を一

緒にしたり、親しく見聞を一緒に広めたり、先生には大変お世話なりました。今回の先生

の退任にあたり、以上の楽しかった出来事を思い出しました。あらためてこれまでの先生

のご厚情にお礼を申し上げます。今後、先生には御退任後も様々に活躍いただくよう心よ

り祈念しております。 
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坂 上 宏教授の満期ご退職に寄せて 

明海大学歯学学生部長 

病態診断治療学講座病理学分野 教授 草 間  薫 

坂上 宏教授の満期ご退職まことにおめでとうございます。満期まで責任を果たされた

ことは本当に喜ばしいことと存じます。 

 坂上先生に初めてお会いしたのは、私が病理学分野（当時の口腔病理学講座）に赴任さ

せていただいた 18 年ほど前になります。早速、共同研究をしましょうとお誘いを受け、ア

ポトーシスに陥った細胞を形態レベルで新たな方法でお示ししたところ大変興味を持たれ、

その後、多くの論文に繋がったことを思い出します。坂上先生の研究に対する情熱は素晴

らしいものがあり、また、研究をやりたいという人は誰でも受け入れるという寛容さを持

たれています。研究で私を頼ってきた後輩が二人おりましたが、薬効を調べたいというこ

とから坂上先生にお願いしたところ、快く受け入れていただきました。結局、多くの論文

に繋がり、結果を残すことができました。現在、二人は教授を務めております。一人は 堀

江 憲夫 先生（埼玉医科大学医療センター歯科口腔外科教授）、他の一人は 金子 忠良 先

生（日本大学歯学部口腔外科教授）です。人材育成という面での坂上先生の大きな功績で

あると確信いたしております。 

 坂上先生はいくつかの役職を果たされておりますが、特筆すべきは、やはり国際交流委

員長としての永年の功績であると思います。本学の建学の精神をいつも忘れることなく、

海外交流に力を注がれてきた先生の努力があって今日の隆盛があるといっても過言ではあ

りません。 

 また、学生のクラブ活動では、アーチェリー部、軟式庭球部の顧問としてよく面倒をみ

ていただきました。 

 最後に、本学の発展のために惜しむことなくご尽力いただいた坂上先生に感謝申し上げ、

併せて今後のご発展を心よりお祈り申し上げます。 
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今後も enthusiastic に 

明海大学歯学部 

形態機能成育学講座歯科矯正学分野 教授 須 田 直 人 

英語で enthusiastic という形容詞があります。辞書で調べると、「熱狂的な、熱中してい

る」と訳されているようです。どうもこの和訳がしっくりこない気持ちでおります。私に

とって enthusiastic とは、一時的なあるいは刹那的な「熱狂」や「熱中」では決してなく、

もっと長い期間にわたり継続的・持続的に持ち続けてきた「情熱的」あるいは「執念的」

に近い言葉として理解してきました。そして enthusiastic をなにかに例えるならば、最もわ

かりやすい具体像は、坂上 宏 先生の研究に対する姿勢になります。 

坂上先生は、毎朝、始発電車で坂戸キャンパスに通勤され、まだ薄暗い明け方からご自

分の研究成果やメッセージをまとめていらっしゃいます。怠け者の自分には決して真似の

できないことであり、enthusiastic な研究者魂をいつも感じてきました。 

坂上先生には、私が担当する歯科矯正学分野の大学院生に対する研究指導をお願いして

まいりました。いつも驚かされることは、坂上先生のご指導により彼らの研究が形をなし

てまいりますと、彼らの人的成長も強く実感する点です。おそらく、坂上先生や薬理学教

室の空気に触れ、研究の意義深さやよろこびを学ぶことができたからだと思っています。

坂上 先生、本当にありがとうございました。 

坂上先生には薬理学教室をご退職後も、重職を担うため、まだまだ坂戸キャンパスでご

活躍いただけると伺いました。大学のためにこのような枠組みを作られた本学理事会に心

から敬服申し上げます。同時に、また坂上先生とご一緒に坂戸キャンパスで勤務できる喜

びを感じております。現在、歯科は様々な面で困難に直面しております。学部教育、卒後

教育、診療、研究、いずれに対してもこの状況に耐え、そして打ち勝つには、坂上先生の

enthusiastic な姿勢が何より必要といつも感じています。 

坂上先生、どうかこれからも我々をお導きください。 
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坂上先生のご退官に寄せて 

明海大学歯学部 

機能保存回復学講座保存治療学分野 教授 横 瀬 敏 志 

坂上先生、この度ご定年退職おめでとうございます。また、長い間特に研究に対して熱

心に取り組まれてこられてお疲れさまでした。先生はいつも笑顔でどんな時も熱心に研究

data を語られていました。そんな姿に私も大いに刺激を受けたものです。また、実験がう

まく行かない時も先生に相談すればなぜかうまく行くことが多かったです。決して科学的

根拠があるわけではないのですが、やはり研究の神様に選ばれた先生なのかもしれません

ね。 

 ご退官されても大学に残られて研究に従事されるとお聞きしています。これからはゆっ

くりと時間をかけて雑用に追われることなく研究に集中できることでしょう。先生が生涯

かけて狙っている Nature への論文投稿もそう遠くないことかもしれませんね。 

 これからもお元気で研究を続けられ、私たちに色々教えてくださることを期待していま

す。どうかよろしくお願いいたします。末筆ながらお体をどうぞ大切にしてください。 

 

 

 

ご退職によせて 

明海大学歯学部 

再生医工学講座生化学分野 教授 友 村 明 人 

坂上 宏教授、ご退職おめでとうございます。先生の童心のごとく飽くなき好奇心、周

りとすぐに友人となってしまうオープンマインドな性格、やや猪突猛進的ながらも遂行し

てしまうリサーチマインドなどのキャラクターに魅力を感じつつ、研究の同志としてお付

き合いをさせていただきました。 

先生は薬理学の立場から、これまで一貫して薬理作用のある物質の探索に没頭されてき

ました。M-RIO におけるこれからの研究人生でも、この情熱は衰えることなく続くものと

思っております。どうか健康に留意され、研究の灯をともし続けられることを祈念してや

みません。 
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坂上教授の定年退職にあたって 

 朝日大学歯学部 教授 柏 俣 正 典 

坂上先生に初めてお目にかかったのは 20 年ほど前の明海大学歯学部の薬理学研究室で

した。東京大学大学院薬学系研究科を卒業された優秀な研究者と噂される方が私の所属す

る研究室の教授として赴任されたときのことであります。坂上先生は当時、「松かさ抽出液

中の抗腫瘍活性と主成分の精製」の研究を行っており、後のある日に東北地方の農協から

数十キロもの松かさが送られてきたことに驚いたのを今でもよく覚えています。 

 坂上先生はともかくパワフルに活動される方です。研究や教育はもちろんのこと、趣味

のジョギングや登山など何でもすぐにトライして熱心に続けられます。つまり何にでもパ

ワフルに、情熱的にこなしてしまうのです。そして情熱は年齢を重ねてもまったく変わり

ません。 

 坂上先生は多くの人をご自身の周りに惹きつける不思議な力をお持ちの方です。気がつ

くと学内外から学生、大学院生、研究者が訪ねてこられ、研究を開始してしまいます。ど

んな人に対しても優しく正直な気持ちで接しておられることからなのか、たくさんの人と

時間を共有できる特殊な能力を発揮されてました。 

 私の人生に大きな影響を与えてくださった坂上先生にとっても感謝しております。また、

わずかな年月でしたが坂上先生と同じ研究室で仕事をすることができて大変嬉しく思って

います。今後も明海大学を中心に研究を継続されるようですが、健康に留意され末永くお

元気で活躍されることを願っております。 

 一先ず、ここでひと区切りです。定年退職、誠におめでとうございます。 

 

 

坂上宏先生の教授ご退職によせて 

 友 村 美根子 

坂上先生がお元気で薬理学教授を無事勤めあげられましたことをお祝い申し上げます。

２００９年から今日まで MPL で先生のお人柄、そして研究に対するお姿に接することがで

きましたことを誇りに思います。学生の教育、重要な役職、並々ならぬ研究業績をどのよ

うに遂行されているのか私は興味がありました。先生はジョギングがお好きなようですが、

全てにおいて常に走りつづけておられます。凡人の私は一仕事終えるとほっと休憩がはい

りますが、先生にはそのようなラグタイムがほとんどみられず、もう次の仕事に取り掛か

っておられます。先生はオートアクチベーションの人であり、常に肯定的なマインドで物

事を発展的に考える人です。そして必ず「明海大学の為、人々の健康に役立てるため」と

言っておられます。オートアクチベーションの背後には高潔な責任感に支えられていたこ

とを知りました。また、先生が描いた油絵に感銘したのを覚えております。きっとほとば

しる情熱に動かされ、無心に描いたと思います。しばしば創造性の点で科学と芸術は共に

語られます。今後、先生が M-RIO で自然のカラクリをどのようにキャンバスに描き、人々

に伝えていくのか楽しみです。それはいつの日か人々の健康と幸福につながるものと確信

いたします。これからもご指導いただけますようよろしくお願い申し上げます。 
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坂上 宏先生 

 MPL 増 田 宜 子 

退官おめでとうございます。MPL で大変多くを学ぶ事が出来き大変感謝しております。

有難うございました。現在進行形で研究の基本的な事を学ばせて頂いております。これか

らも点と点、線と線を繋げてまいります。先生もシンガーソングライターとして益々御活

躍され新たな道を開かれる事を祈念致します。満塁ホームランを打ち緑に囲まれた豊かな

研究所をより活発な豊かなものにしてください。私は打順５番で頑張ります。 

 
 

坂上先生に贈る言葉 

  明海大学経済学部専任講師 大 石 隆 介 

坂上先生、ご退職おめでとうございます。 

長い間大学教授として研究及び学生の指導にあたって頂き有難うございました。 

 明友の集いで初めてお会いしたその時から、まだ数年しか経っておりませんが、様々な

面でご指導いただき心よりありがたく感謝申し上げます。 

 研究者としては大先輩で、本来なら近寄りがたい存在ですが、まだまだ若輩の私に対し

ても親しく声をかけていただき本当に嬉しく思いました。先生のお話はいつも新鮮で、非

常に興味深く、また即時に行動に移す実行力には心より敬服いたします。 

 雑誌 New Food Industry への定期的な投稿のメンバーに加えて頂いたことも、新しい世界

が開けたように思いました。坂上先生の専門分野を超えたネットワークの広さ、深さはグ

ローバル社会における研究者の今後あるべき姿の手本として、見習いたいことばかりです。 

New Food Industry の投稿では日本国内のみならず、中国の先生方も一緒に加わり、日・英・

中の 3 ヶ国語で対訳という新しい試みを実現させたのも、ひとえに坂上先生のリーダーシ

ップのなせる技だと思います。毎回新しいテーマを挙げ、日中にまたがる先生方をまとめ、

一つの原稿に仕上げていくパワー、一言一句を大切にする緻密な作業、そして、どこまで

も広がる知識の深さ、そのどれをとっても私にとり非常に勉強になる毎日でした。 

 また、昨年参加させていただいた「甘草」に関する出版も、漢方薬は私の専門分野では

ありませんでしたが、経済学的見地から考察して欲しいとのアドバイスをいただき、参加

させていただきました。英語論文の出版でしたが、坂上先生の御指導もあり、いよいよ出

版にされることになりました。これを機会に私も日中貿易について研究いたしました。大

学での授業や業務の合間にこなしていくのは難しい面もありましたが、その度に、暖かく

励まし、厳しくご指導賜り、生涯の師を得たと思っております。 

 この度、明海大学の教授は退職なさいますが、M-RIO 研究所でますます研究者としての

道を進まれると思います。引き続き、先生にご指導賜りたいのと同時に、私も、いつの日

か先生のような研究者になりたいと思っています。 

ご退職に際し、甚だ簡単ではございますが、お礼とお祝いの言葉といたします。 

今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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研究者の手本－坂上宏教授 

日本歯科大学生命歯学部 薬理学講座 講師 

医学博士・生物学博士 肖黎（Li Xiao） 

坂上教授と私の出会いは 2016 年 8 月に札幌で開催された第 58 回歯科基礎医学会学術大

会のときからです。当時発表者であった私は座長を務められた坂上先生と研究の接点があ

り、研究についてたくさんディスカッションさせて頂きました。私の恩師である三羽信比

古先生の著書「ビタミンＣの知られざる作用」は坂上先生がビタミン C の細胞死の研究に

携わる啓発書だったそうです。私が非常に印象深いのは、坂上先生が研究に対する熱意で

す。研究について、坂上先生がよく口にするのは「僕が四十年間研究を続けて、ようやく

ここまでたどり着いた、研究はこれからです」。当時研究がやや詰まっている私はこの言

葉に救われました。その後も、研究が順調に進まないとき、この言葉に勇気をつけられま

す。さらに、先生が数百報の論文と著書を国際誌等に掲載されており、常に同時に数報の

論文を執筆される姿にも感動します。四十年間にわたって研究に全身全霊に浸み入って、

国際的に高く評価される坂上先生はまさしく若手研究者の手本です。なお、坂上先生は研

究者としてだけではなくて、教育者としても非常に高く評価されています。先生が主任編

集者として執筆された「解る！歯科薬理学」という教科書は、秀逸で、私と同僚は授業の

際、良く参考しています。 

今後、坂上先生は産学連携の明海大学歯科医学総合研究所（Meikai Research Institute of 

Odontology, M-RIO)のセンター長（専任教授）として研究を継続され、先生の新たなご活躍

を心よりお祈り申し上げます。 

 我和坂上教授的相遇是 2016 年 8 月在札幌举行的一个学术会议上。我做学术报告的时候，

坂上教授是论坛主持人。坂上教授做维生素 C 研究时，正巧参考过我的导师三羽信比古教授

所写的【维生素 C 不为人知的作用】一书。我当时印象非常深刻的是坂上教授对学术研究的

热情。短短几十分钟的学术探讨中，坂上教授经常说的是〝我做学问做了 40 多年，终于得到

了今天的研究成果，我的研究还刚刚开始″。当时我自己的研究正受到小的挫折，这句话大大

地激发了我做学问的勇气。40 多年来，坂上教授出版了近 800 篇的论文，研究成果受到国际

学术界很高的评价。坂上教授正是青年研究者的模范。另外，坂上教授作为教育者也深受好

评。他所编写的【明白了！齿科药理学】一书内容简洁易懂，风格明快，我和同事在授课时

经常参考。从明海大学齿学部药理学教研室退职之后，坂上教授将作为明海大学齿学部医学

综合研究所的所长（专任教授）展开研究工作，我在此衷心地希望坂上教授取得更高的研究

成果。 
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坂上教授との出会い 

北京外国語大学日本語学部 戴秋娟 

この度、坂上教授退職記念誌に寄稿することができ、大変嬉しく存じます。北京外国語

大学と朝日大学の友好交流協定に基づき、朝日大学に赴任したばかりの頃、2015 年度の朝

日大学の入学式に出席した時、坂上先生と初めて出会いました。先生から新作論文の「国

際的コミュニケーション能力の重要性―語学力は強力な武器になる―」をいただきました。

その後、先生が主幹とする国際研究チームに加わって、「国際的コミュニケーション能力の

重要性(3)―日中関係の改善を目指して―」、国際的コミュニケーション能力の重要性(4)―

「中華料理」に見られる日本と中国における嗜好の相違―」という日本の論文の作成に参

加いたしました。国籍、研究分野が異なっている学者と「コミュニケーション」について

語り合い、有意義な学際的な交流が実現できました。 

大人にとっては、コミュニケーションをとることは行動に移すと意外と難しい。私事で

すが、6 歳の息子は日本で生活していた頃、日本語があまりできないんですが、保育園で

は、親しいお友達が数人いて、いつも仲良く遊んでいました。子供の世界では、コミュニ

ケーションをとるには、言葉、国籍、プライドなどの壁は一切ないからである。坂上先生

から心の中にある壁を取り壊して、勇気を持って、積極的に第一歩を踏み出して、交流を

進めていこうという貴重なことを教えていただきました。 

中日両国の友好事業を担っていくのが若者である。今後、国際未来社会へ貢献できる人

材の育成を目指して、引き続き坂上先生と学際的な交流を続け、両国の若者同士の友好交

流をサポートして行きたい。 

 

初识坂上先生 

    这次有机会为坂上宏先生退官纪念文集投稿，我感到非常荣幸。初识坂上先生是在 2015

年，根据北京外国语大学与朝日大学缔结的校级友好交流协定，那个时候笔者刚刚作为交换

教师被派到朝日大学工作。坂上先生将他的系列论文《国际交流的重要性》赠与笔者，随后

笔者有幸加入以坂上先生为代表的国际研究小组，参与创作《国际交流的重要性》项目的系

列论文。虽然国籍、专业不同，基于对国际交流、沟通的重要性的认同我们开始了共同创作

和研究，对笔者来讲这次体验是弥足珍贵的。 

进行交流与沟通对大人来讲并不是一件容易的事，说起来容易做起来难。但是，我们看看小

孩子的例子，笔者的孩子曾经在日本生活过一段时间，刚去日本的时候不会日语，但是这不

影响他和幼儿园的小朋友进行交流，他在幼儿园有几个好朋友，即使在回国以后还是惺惺相

惜，难以忘怀。孩子之间的交流是没有国籍、语言、自尊心等“墙壁”的，这是值得成年人学

习的。虽然认识坂上先生时间并不长，但是跟先生学到了许多，特别是应该冲破“墙壁”，勇

敢的去打招呼、去交流。 

青年人肩负着中日两国友好事业的未来，希望可以和坂上先生继续合作，培养更多为国际社

会做贡献的具有国际化视野的人才。 
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坂上先生退官記念文 

松山大学 牧 純 

大学入学の 1970 年の夏、乗鞍山荘で坂上宏先生と出会ってから付き合いがはじまり、半

世紀近くが過ぎようとしている。大学の教員となってからは、互いの分野を持ち寄った情

報交換、多数の共著論文として結実した共同研究、講義への協力（私は非常勤ながら、全

国的に歯学部では珍しく寄生虫・駆虫薬を講義）等で人生を充実させていただいてきた。 

我々は、薬学部の学生時代から親しかった「七人会」の仲間でもあり、定期的な会合で

旧交を温めている。皆が感じることは、スポーツ、絵画などで多芸多才な坂上先生のご活

躍には日々頼もしいものがあり、定年後の期待も大きい。今後とも健康管理をしっかりな

さり、益々のご健勝と活躍を祈念する次第である。 

 
 

坂上宏教授の退官によせて 

東京理科大学薬学部  生化学研究室  田 沼 靖 一 

坂上先生は、明海大学歯学部口腔薬理学講座の教授として、研究室の発展にご尽力され、

ここに定年を迎えられますことを心からお慶び申し上げます。 

 坂上先生とは、東京大学薬学部生理化学教室（恩師，故山田正篤教授）の大学院の同期

であり、その後も長きにわたって公私にお世話になっております。ふり返ってみますと本

当に懐かしい思い出が数々浮かんでまいります。あの大きな生理化学１研で、夜食のイン

スタントラーメンをよく食べながら夜の 2 時ころまで実験をして、私の下宿に泊まりなが

ら研究に没頭していたこと、秘湯への教室旅行、柏崎でのゼミ合宿など、今でもよく覚え

ています。まさに、共に机を並べ、同じ釜の飯を食べた親友であります。アメリカへの留

学も同時期でありました。坂上先生はバッファローにあるロズウェルパークメモリアル研

究所（RPMI）に、私はベセスダにある米国立衛生研究所、癌研究所（NIH/NCI）に留学し

ていたので、夫婦共々遊びに行かせてもらいました。五大湖からナイアガラを旅したこと

が懐かしく思い出されます。本当に楽しい時代を共に過ごさせて頂き、感謝しております。 

 その後、坂上先生は昭和大学医学部から明海大学歯学部に赴任され、私は帝京大学薬学

部から東京工業大学生命理工学部、東京理科大学薬学部へと移りました。その間ずっと共

同研究を続けさせて頂き、共著論文を数多く発表してきました。坂上先生のライフワーク

は、老化から口腔癌に対する新規制癌剤開発の研究であり、リグニン配糖体の生物活性を

含めて幅広く研究を進めております。その業績は学会からも高く評価されております。坂

上先生は、大変温厚で努力家でもあり、仕事ぶりはいつも真撃で前向きであり、本当に感

心しております。そして、あの天真爛漫な笑顔には心が癒されます。 

 これからは研究のペースは遅くなりますが、旧交をさらに暖めながら楽しく共同研究を

続けさせて頂きたいと思っております。そして、第二の人生を共にさらにエンジョイして

いきましょう。 
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坂上宏先生の御退任を迎えて 教授退任おめでとうございます 

聖マリアンナ医科大学微生物学 教授 中 島 秀 喜 

 坂上宏先生とは、抗ウイルス物質の共同研究を通じて 30 年近くのお付き合いになります。

この間、多くの論文報告や学会発表を御一緒させていただいたことに深く感謝しておりま

す。初めて坂上先生にお会いしたのは、私がベルギー留学から帰国して、東京医科歯科大

学助手として勤務してからです。先生から、いろんな天然物や合成物を分与していただき、

それらの抗ウイルス活性を測定することから共同研究が始まりました。その後私は、山梨

医科大学、鹿児島大学歯学部、聖マリアンナ医科大学と勤務が変わりましたが、坂上宏先

生も昭和大学医学部から明海大学歯学部薬理学教授になられて、歯学関係の学会でもお会

いする機会が増えました。また現在の聖マリアンナ医大に赴任してからは、同じ関東地域

ということもあり、NPO として立ち上げたグリーンヘルスプロジェクトでもご協力いただ

きました。そのような関係で、人的な交流も坂上宏先生を通じて大きく拡大しました。先

生や私と一緒に研究に加わっていた、金本大成先生や仙波和代先生も今春からそれぞれ昭

和薬科大学、別府大学の教授となることになりました。これも、坂上先生から多くの協力

があったおかげと思います。本当に長い間ありがとうございました。またこれからもよろ

しくお願いいたします。 

 

 

 

坂上 宏先生 教授ご退官おめでとうございます 

インド国立大学博士論文審査官 (明治薬科大学元教授＆理事) 本 橋  登 

   1989 年, アテネでの国際癌学会で初めてお会いしてからおおよそ 30 年になります．こ

の会場で先生が口腔腫瘍細胞を使って細胞毒性や lignins の研究に没頭しているお話をされ

ました．私は発ガン性物質 benz[c]acridines と抗腫瘍化合物 phenoxazines や phenothiazines

を合成しこれらを使って主に発ガン機構の仕事をお話しました．先生から，即座に共同研

究のお話を提案され私もその場で快諾しました．その後，早速共同研究 papers を発表し，

数年後には主に城西大学の先生方も共同研究に加わり大所帯となり一大研究グループが誕

生し現在まで脈々と続いています．この間，坂上先生と私の papers は少なく見積ってもお

およそ 100 報を越えているでしょう． 

   ご退官後，坂上先生はこの４月からは，専任教授として産学連携. 明海大学歯科医学総

合研究所 (M-RIO) センター長にご就任されます．私は今後も先生のエネルギッシュなご研

究の発展成果，及び活躍を楽しみにしています． 
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坂上先生の御退官を祝して 

松山大学薬学部 教授 河 瀬 雅 美 

多くの優れた研究業績を挙げ，永年管理職として大学運営に遺憾なくその手腕を発揮し

て明海大学の発展に多大な貢献を残しての御定年退職を心からお祝い致します。 

坂上先生と知り合って 20 余年になります。この間，共同研究者として長年にわたりお付

き合いさせていただいております。 

私が本記念誌にメッセージを依頼された時，こんなに長きにわたり，共同研究が継続で

きた理由は何かということがまず頭に浮かびました。もちろん，継続して沢山の論文を共

著で出せたことが理由の一つですが，それにもまして坂上先生の性格と表現するより，キ

ャラクターに依るといった方が，坂上先生を知る人には合点がいくのではないかと思いま

す。気さく，単刀直入，反応が早いなど先生の大らかな気性が周りの人を愉快にし，ハッ

ピーにするのではないかと気が付きました。私は，研究分野は異なっていたものの，坂戸

にいた 10 年ほどは隣の大学ということもありよくお酒を一緒に飲んだ先生の一人でもあ

り，先生との数々の思い出が今走馬燈のように浮かんできます。脱線談義も数々ありまし

たが，会話の中心は研究であり，大学の学事であったと回想されます。私は当時，公募に

応じたり，転出の奨めもあって，落ち着かない時期もありましたが，坂上先生にはその度

に幾度となく推薦書を書いていただき，今でも感謝の念で一杯です。改めて感謝したいと

思います。現在，松山に来て 11 年目を迎え来年定年を迎えますが，再雇用でその後 3 年間

松山におります。 

4 月からも研究を続けられると伺っています。健康に留意され益々のご活躍をお祈り申

し上げるとともに，今後とも，これまでと変わりなくお付き合い願いたく，よろしくお願

い申し上げる次第です。 
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坂上宏先生の教授ご退職によせて 

城西大学教授 白 瀧 義 明 

坂上宏先生は 2017 年（平成 29 年）3 月をもちまして明海大学をご退任なされることに

なりました。まだまだお若くお元気で毎日、都内のご自宅から大学のあるけやき台へ通っ

ておられ、もっともっと現役でご活躍していただきたいのにと思うと残念でなりません。 

先生との出会いは 1999 年（平成 11 年）、今から 18 年前、先生が昭和大学より明海大学へ

来られて 2 年経った頃のことです。それ以来、マメ科クララ属の生薬・薬用植物をはじめ、

いろいろな天然医薬資源から生理活性を有する天然物の成分研究について河瀬先生、本橋

先生、佐藤先生、研究室の配属学生、大学院生らとともに共同研究を行って参りました。

先生は薬理学者ですが、「松ぼっくり」のリグニンに関する研究や「クマザサ」の研究をは

じめ、天然薬物に大きな関心を持っておられ、ご一緒に研究を進めることが出来たのは非

常に幸運なことでした。とにかく、先生は仕事が早い。そして、日曜、平日を問わず、メ

ールや早朝でも電話が飛び込んで参りました。幸い、私は大学近くに住んでおりスムーズ

に対応でき、研究を進めることが出来ました。 

先生は研究だけでなく、つねに大学の将来を見据えながら、不透明な現代の大学運営に

も力を注がれ、毎年、12 月に行われる薬理学分野忘年会は大勢の教員や学生であふれかえ

り、歓談中の先生の人懐っこいお人柄をよく拝見致しました。先生はとてもアクティブで

大学周辺をジョッギングしておられるのを良く見かけます。これからは、私も高麗川の畔

にある城西大学薬用植物園にいることが多くなりますので、ジョッギングの途中には、是

非、お立ち寄りいただきたいと思っています。 

どうか、今後とも研究だけでなく、大学の将来につきましても、ご指導いただきますよう、

よろしくお願い申し上げます。長い間、本当にありがとうございました。 

 

東上線はディスカッションルーム 

城西大学薬学部 鈴 木 龍一郎 

このたびは坂上宏先生、ご退職誠におめでとうございます。坂上先生が定年退職を迎え

られるにあたり、先生にご指導頂きましたこと改めましてお礼申し上げます。私が先生と

共同でお仕事をさせて頂くようになったのは、私が城西大学に着任した 2011 年からになり

ます。先生とは帰る方向が同じであったため、幾度となく東上線の駅や車内で先生にお会

いし、お話をさせて頂きました。もしかしたら先生とのディスカッションは、先生のお部

屋でよりも東上線の車内での方が多かったかもしれません。その中ではもちろん実験デー

タに関する話もさせて頂きましたが、研究の進め方や人間関係の構築の仕方、共同研究の

進め方など研究を円滑に進めていくうえで大変重要なことも随分ご教授頂きました。先生

にお会いするたびに、研究に対するモチベーションが向上したことを今でも思い出します。

東上線は私にとって、貴重な先生とのディスカッションルームでもありました。最後にな

りますが、退職後も明海大学で研究をお続けになるとのことですので、今後とも何卒ご指

導のほど、よろしくお願い申し上げます。 
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坂上宏先生のご定年に寄せて 

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科薬学系 教授 波多野 力 

坂上宏先生が、ご定年を迎えられるとのこと、おめでとうございます。私たちは岡山大

学で、生薬学教室の先々代教授の奥田拓男先生、先代教授の吉田隆志先生の時代から、薬

用植物のタンニンや関連ポリフェノールの化学構造の研究を進めてまいりましたが、坂上

先生にはこれらの化合物の抗腫瘍作用に関する共同研究について 1980 年代からご協力を

いただいておりまして、多くの成果が得られてまいりました。アメリカでの学会にともに

参加したときに朝からランニングをされていたことや、当研究室の学生とともに坂上先生

の研究室を訪問させていただいたときに実験のプロセスを実地に操作されながらご説明い

ただいたことなど、エネルギッシュな先生がなつかしく思い出されます。最近では InTech

社からの書籍の出版についても編集者として関わられ、私たちにも執筆のお声かけをいた

だきました。坂上先生は、今後も明海大学歯科医学総合研究所のセンター長として研究活

動をさらに継続されるとのこと、ご健康に留意され、さらなるご活躍をお祈りしておりま

す。 

 

 

 

坂上先生のご退任に寄せて 

東京薬科大学薬学部 教授 三 巻 祥 浩 

 日本生薬学会でのポスター発表の際に声をかけてくださったことをご縁に、坂上先生と

共同研究をはじめて 20 年近くになります。この間、坂上先生と共著で 30 編に及ぶ原著論

文を発表することができました。さらに、小職が主宰する研究室の職員や大学院生が細胞

実験の手技のご指導を受け、生薬・天然物化学の研究に腫瘍細胞を用いたスクリーニング

系を取り入れることができました。その成果は、学会での賞の受賞や科研費の獲得に繋が

り、また、大学院生は完成度の高い博士学位論文を提出することができました。 

坂上先生は、とても温厚なお人柄ですが、研究に対しては常に厳しく、猪突猛進という

姿勢が伺え、そのスピード感に圧倒されていました。小職にとって坂上先生は研究者のロ

ールモデルであり、その先生がご退任を迎えられることは、節目とはいえ寂しい限りでし

た。しかし、産学連携明海大学歯科医学総合研究所の所長として研究を継続されることを

お聞きし、引き続きご指導を受けられることに安堵しております。 

坂上先生、長い間ありがとうございました。そして、これからも、ご指導、ご鞭撻のほ

ど、よろしくお願いいたします。 
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坂上教授の御退任に寄せて 

城西大学薬学部 教授 杉 田 義 昭 

坂上先生、定年退任を迎えられましたことをお慶び申し上げます。 

先生が明海大学歯学部にご着任されてより、共同研究者の一人としてお声掛けいただき、

これまでご指導をいただきましたことを心より御礼申し上げます。常日頃より先生の研究

に対する情熱と実行力に驚かされておりました。 

私の所属する城西大学は明海大学の隣にありますが、私が 7 時頃に早朝出勤をした際、

先生がジョギングをされているお姿をよくお見かけしました。先生の若々しい足取りを思

い浮かべると、ご退任はまだまだ先のように思っておりました。 

ご退任後も明海大学歯科医学総合研究所のセンター長として研究を継続されるとのこと

でございますので、今後の先生の益々のご活躍とご健康を祈念申し上げます。また、今後

も共同研究者としてご指導を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

坂上宏先生の教授ご退職によせて 

城西大学薬学部医療栄養学科薬物療法学講座 須 永 克 佳 

坂上 宏先生、この度は定年退職の日を迎えられましたことを、心からお慶び申し上げま

す。坂上先生との出会いは、20 年近く前に遡ります。たまたま乗り合わせた越生線の中で、

薬理学雑誌を読んでいる私に声をかけていただいたのがきっかけです。当時、薬学部内の

組織替えで、旧薬理学教室から新薬理学教室（旧生物薬品化学研究室）に移動となった頃

で、研究環境が大きく変わり、研究の方向性を思案している頃でした。坂上先生は、ご自

身の研究内容について熱く語られ、また、積極的に多くの分野の方々と交流し、研究ネッ

トワー クを構築することに重きを置かれるバイタリティあふれるその姿勢に、大変感銘を

受けたことを鮮明に覚えています。また、最近も通勤電車でお会いすると、Nature 誌や

Science 誌を手にしているときもあれば、英語の文学書、さらに中国語のテキストなどを手

にされていることもあり、多方面への興味と好奇心を持ち続けている姿に今もなお刺激を

受け続けております。研究面では 2001 年に薬学部に医療栄養学科が開設され、薬物療法学

講座に所属することになった現在に至るまで共同研究を通してご指導いただいております。

4 月からは、産学連携の明海大学歯科医学総合研究所のセンター長（專任教授）として研

究を継続されるということで、今後もご指導賜れることを大変うれしく思っております。

今後も益々ご活躍いただくことを祈念し、お祝いの言葉とさせていただきます。 
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坂上先生に励みをいただきました 

昭和大学大学院 保健医療学研究科 福 地 邦 彦 

私と坂上先生とのお付き合いは、私が 1981 年 3 月昭和大学を卒業し生化学の大学院に入

学してからですので、35 年が経過しました。私は、坂上先生ご指導の下 80 年代後半にポ

リフェノールによるヘルペスウイルス感染阻害効果の評価実験を行い大変充実した思いを

いたしました。今回約 30 年ぶりにヘルペスウイルス実験を御一緒できる機会を得ることが

でき心より感謝しております。坂上先生は研究に対して super active でありながら、周りの

スタッフへ温かい気遣いをされ、そのお姿には心を打たれ続けてまいりました。一緒に仕

事をしたことのある人は皆大きな励みをもらったことと確信します。一方で坂上先生自身

はさぞかし身を削ったことも多かったと推察します。この度定年とうかがい戸惑いました

が、今後も専任教授として研究を続けられるとのこと、胸をなでおろしたところです。坂

上先生をお手本として参りますので、ご指導よろしくお願いします。 

 

 

 

坂上宏先生ご退職に寄せて 

明治薬科大学臨床薬剤学研究室 植 沢 芳 広 

私が坂上先生に初めてお会いしたのは 7、８年ほど前、某学会のポスター会場でした。

その当時、定量的構造活性相関（QSAR）解析について初心の私の細かな質問に丁寧に対

応して下さっていた石原真理子先生からのご紹介でした。初めてお目にかかったにもかか

わらず、坂上先生は非常に気さくに接して下さり、人の繋がりをとても大事にされている

のが印象的だったことを思い出します。そしてその後、数百報の原著をお持ちだと知り密

かに驚愕しておりました。さらに驚くべきことに、それから現在までの短い間に先生のご

業績はさらに 200 報以上（！）増えています。 

その間、私も先生の極めて多様なご研究のごく一部をお手伝いさせていただく機会に恵

まれました。新米研究者に毛の生えたような私は、偉大な先達のグループの一員になれる

このチャンスをとても嬉しく思っておりました。研究を通して拝見したのは、先生の研究

に対して常に走り続けられる姿勢と圧倒的なスピード感です。先生はご自身の生活スタイ

ルについても教えて下さいました。極めて早朝にご出勤になり、毎朝のジョギングを欠か

さないという日常の過ごされ方は、エネルギッシュな研究スタイルと無関係ではないはず

です。若輩者の私ですが、先生のお背中を見ながら走って行きたいと思います（今のとこ

ろジョギングはできておりません）。私どもにとって幸いなことに、坂上先生は M-RIO 研

究所を開所さなり、これからもご研究を発展させられるとのこと。どうぞ今後ともご指導

ご鞭撻の程よろしくお願い致します。 

 

 

－23－



 

坂上宏先生ご退職に寄せて 

慶應義塾大学先端生命科学研究所 杉 本 昌 弘 

坂上先生との出会いは、船堀の歯科基礎（2010 年）にて冨田勝（下名の所属する研究所

の所長）が口頭発表したときに、たまたま会場に居たところ突然名刺交換をして頂いたこ

とが切っ掛けだった。その後何度も明海大学に及び頂き、いつもシャワーのように様々な

トピックの議論をさせて頂いた。IF にこだわって高い雑誌から論文を投稿するのですが、

6 雑誌程度連続的に reject になった雑誌がある。 
 
 
 

坂上教授ご退官によせて 

丸善製薬株式会社 山 本 正 次 

私と坂上教授の関係は、坂上教授がライフワークとされている「松かさリグニン」の実

用化における抽出物の製造をお任せ頂くということで、長年に亘り、製造方法や生理活性

の研究で、ご一緒させて頂いて参りました。その間、坂上教授の真摯な研究と自己研鑽に

対するひたむきなご姿勢に、私は会社の関係を超えて、最も尊敬するお方として、常々お

敬いいたしているところです。 

長年のお付き合いの中で、「松かさリグノイドの魅力」という単行本の出版のお手伝いを

させて頂けた事は、永遠に刻み込まれる記憶として残る大きな思い出です。 

坂上先生は、ご退官なさっても、更なる自己研鑽と新たな研究に邁進されることと信じ

ております。私も、会社組織の人間としては、終わりを迎えますが、これからも、一生、

坂上先生の様に、人生を前向きに歩んで行きたいと決意を新たにしているところです。 

長年に亘る、ご指導、ご鞭撻のご好意、感謝申し上げます。 
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ノーベル賞を取りましょう！ 

株式会社大和生物研究所 代表取締役社長 

東京農業大学客員 教授 医学博士  大 泉 高 明 

 私の出身である昭和大学第一薬理学研究室（現医科薬理学講座）の辻まゆみ先生から、

坂上宏先生を紹介頂いたのは、もう十年以上も前のことでした。坂上先生の第一印象はと

にかく活動的で頭の回転が速くて早口。今だから言えますが、その時すでに研究の現場か

ら離れて数十年経っていた私は、先生のお話を半分も理解できませんでした。もう一つ記

憶に残っていることは、先生が「一緒にどんどん研究して、ノーベル賞を取りましょう！」

と言われたことです。正直、何かの冗談だと思いましたが、先生の研究に対する情熱に触

れる度に、まんざら 100％冗談でもないか？という気持ちになりました。現実的には「ま

さか」ということですが、先生の少年のような心に触れると、何だかワクワクする気持ち

にもなりました。そして、これこそが研究者が失ってはならない、一番大事なことだとい

うことも思い出させて頂きました。とにかく仕事が早いのも驚きでした。研究を進めるの

も、レポートを書きあげるのも驚くべきスピードです。ご縁ができて以来、何らかの形で

毎年学会発表もでき、クマ笹に関する薬理的な知見もずいぶん蓄積できました。４月以降

も先生は Meikai Research Center of Odontology (M-RIO)でご活躍とのこと、是非ノーベル賞

をもらうまで頑張って頂きたいと思います。ストックホルムに連れて行って下さい！ 

 

 

 

坂上先生 ご退官に寄せて 

株式会社大和生物研究所  営業部学術グループ 勝 呂 まどか  

この度、先生が退官されると伺い、時の流れの早さを感じています。リグニン配糖体の

研究をライフワークとされる坂上先生と、クマザサを原料とする製品の開発・販売を行う

弊社が共同研究を始めたのは 2007 年のことでした。それから現在に至るまで、クマザサの

研究に力を注いでくださり、抗ウイルス活性をはじめとする多様な生物活性が明らかにな

りました。非常に積極的、かつ情熱的に研究に取り組んでくださったこと、深く感謝申し

上げます。 

2013 年 10 月には、坂上先生の多大なるご協力のもと、貴学ならびに三宝製薬株式会社と

共同開発した「クマ笹歯みがき」を上市。口腔ケアの重要性が注目される現在、多くの生

活者の健康維持に寄与しています。 

「出会いを大切に、共通のテーマを持つ先生方との共同研究をプロデュースしつつ、個々

のメンバーの個性を開花させる」をモットーとされる坂上先生。退官された後も、研究活

動を継続なさると伺っております。先生のご活躍をお祈りしますとともに、これからもご

指導とお力添えを賜りますよう、お願い申し上げます。 
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ご退任を心よりお祝い申し上げます。 

日本三晶製薬株式会社 取締役社長 吉 原 正 晶 

坂上先生とは先代の会長から 30 年来のお付き合いとなり、松の第一人者としてリグニン

研究等に関し、ご尽力いただき深く感謝致しております。 

坂上教授がみえたから、私どもの製品も生まれました。その製品は、今や海を渡り海外

でも注目されております。坂上教授無くして、今の弊社はありません。 

今後も世界を相手に新たなる研究を期待しております。 

さらなるご活躍をスタッフ一同心よりお祈り致しております。 

 

 

 

坂上 宏先生、長年にわたる教授職ご退任、苦労様でした。 

ニューフードインダストリー 編集長 今 西 和 政 

坂上先生とは十数年のお付き合いをさせていただいて参りましたが、初めてコンタクト

を取らせていただいたのは「代替医療としての桑の実ジュースの機能性」についてご執筆

いただいたときと記憶しております。この論文がきっかけで今日まで毎年必ずご寄稿いた

だき、現在は弊誌のアドバイザリーボードとしてご協力をいただくようになりました。 

 先生は日本の小説も敢えて英訳されたものを読破していくという、学問に対する姿勢は

同い年で先生と同世代を生き抜いてきた私にとって、非常に刺激的で私の活力源ともなっ

ておりました。 

 先生にこれまでご執筆いただいた論文とその業績は、今後、斯界の研究者達にとって、

また、次世代の曙光になるであろうと確信しております。先生の研鑽に対して努力を惜し

まない姿勢に敬服するとともに、今後は、これまでの実績と走り抜いてきた学問を俯瞰し、

これが学者坂上宏だという、新たな研究成果を見いだすことを信じております。先生には

まだまだご指導をいただいていかなければなりません。教授職ご退任後も一層のご活躍を

期待しております。 
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We first met each other in 1993 when Hiroshi was invited to present a keynote speech in an 

international symposium in Hong Kong. With his broad scientific knowledge and our mutual 

research interest, we have developed our long-term collaboration for nearly a quarter of a century. 

We exchanged our research information and experience, discussed hot research topics, and shared 

state-of-the-art techniques. He had been appointed by our university to be an external examiner of 

several of my graduate students and the reviewer of my Hong Kong Government Earmarked-Grant 

proposals. I have also been invited to Hiroshi’s laboratory under the auspices of the Meikai 

University School of Dentistry for close collaboration on biomedical activities of natural products 

and we have published several scientific papers thereafter. Throughout these years we are not only 

research collaborators but have also become best friends. Hiroshi will retire in this spring and have 

more time for his favourite jogging and hiking activities. However, I am still confident that he will 

achieve great success and happiness in his upcoming position as the director of the Meikai Research 

Institute of Odontology.   

Ken Liu 
Honorary Professor  
School of Biomedical Sciences 
The Chinese University of Hong Kong 
 

 

 

 

Dear Hiroshi, 

please find below my note for your book. I cannot believe that you have already reached the age 

of retirement! 

Note: 

The intelligence and the creativity are instinctive elements of a researcher. If these elements are 

co-cultured with perseverance for knowledge and cooperation, the emergence of a real scientist's 

personality comes true. Through the years, this is my opinion for Hiroshi Sakagami: a real scientist 

who produced an immense amount of new knowledge in the field of pharmacology. 

With my best wishes, 

 
John Delinasios 
 

 

 

 

 

－27－



 

 

 

Re: Retirement of Professor Hiroshi Sakagami 

The undersigned would like to congratulate Professor Hiroshi Sakagami on his forthcoming 

retirement and to wish him many more years of research productivity.  He has been a highly 

respected collaborator with our research group in Saskatchewan which has resulted in a number of 

publications in journals with high impact factors. 

     Congratulations are in order too for your appointment as Director of the Meikai Research 

Institute of Odontology which will enable our collaboration to continue. 

 
Jonathan Dimmock 
Professor Emeritus 
 
 
 
 
 
Dear Prof. Hiroshi Sakagami 
Did some teacher influence or inspire you in a positive way?  In my case was you.  
I can´t express my feeling when I first met you during my research stay at Meikai University during 
my master course and my doctoral course. I thoroughly enjoyed very much researching with you. 
I strongly appreciate all your teachings. Also, I learned to be a productive and hard worker 
researcher. In this manner, I consolidated my research lines.  
I will always be very grateful for your teachings and advice. Now, as a research-professor, I 
continue to exercise what you taught me and share knowledge to future generations and for 
posterity.  
 
I admire and respect you immensely. 
 
Sincerely, 
 

Rene Garcia Contreras 
Nanostructures and Biomaterials Area, 
Interdisciplinary Research Laboratory 
National School of Higher Studies (ENES), 
Leon Unit, National Autonomous University of Mexico (UNAM) 
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January 25, 2017 
Dear Prof. Sakagami, 
First of all, I would like to express my sincere thanks for your kind invitation to me to write a few 
sentences for your memorial book. This is a great honour and pleasure for me and I am not able to 
find words to express my feeling now. 
I have a few people who are really important in my life or my carrier. These are: My dear father 
Turgut Erkaleli , who is always behind me whatever I do, Prof Hanninen from Finland, who is 
discovering me scientifically, Prof Calis from Hacettepe University , who has given a great value to 
me and trusting me from the beginning of my scientific carrier although I had 2-3 papers at that 
time, and finally Prof. Hiroshi Sakagami, who is an excellent scientist, trusted me without seeing 
me face to face and gave his full support for my carrier during the last five years. We have several 
collaborative papers from that time published and many more will come in the days to come. 
Prof. Sakagami is an extraordinary hard worker person. He has very good work discipline, good 
communication skills. He always keeps his promises and very sensitive about the time line for work. 
He worked for our projects until the last moment of his retirement. He is very productive as all 
Japanese people. In addition, he is always kind and a real gentlemen. 
I had always admired Japanese people since they are very hard worker. It is my dream to see Japan 
one day. Luckily, I had a chance to meet and work a real Japanese person who has great impression 
on me. 
Finally, I would like to conclude my words by saying that he is a great value both personally and 
scientifically for the World. He should absolutely continue his contributions to science in some 
manner. I hope that one day we will meet face to face in Turkey or Japan in a scientific platform or 
whatever it is. 
I wish him happiness, a healthy life, and great success with his dear people after his retirement from 
the University. Thank you Prof. Sakagami for given me the chance to meet you even it is not face to 
face.  
 
Sincerely Yours, 

 

Professor Halise Inci GUL   
Department of Pharmaceutical Chemistry 
Faculty of Pharmacy,  
Ataturk University, 25240 Erzurum, TURKEY 
E-mail: incigul1967@yahoo.com  
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坂上 宏教授のご退職に寄せて 

明海大学歯学部 

病態診断治療学講座薬理学分野 准教授 安 達 一 典 

坂上 宏教授のご定年にあたり、お祝いを申し挙げます。 

坂上先生と初めてお目にかかったのは、本学に赴任するにあたり、2008 年 8 月に前任校の

上司と一緒にご挨拶に伺った時と記憶しております。私の研究は神経科学に偏っているた

め、広範に亘る坂上先生の研究フィールドを持ってしても、この時まで坂上先生と私を引

き合わせることは叶わなかったようです。赴任当時の本学では、基礎的な神経科学を研究

テーマにしている方は少なく、そのままでは研究の継続が困難でしたが、坂上先生のご協

力を得て徐々に環境を整えていったことが思い出されます。そのような中で、主にメキシ

コ州立自治大学からの留学生（Dr. René García Contreras と Dr. Alejandro Mena Acra）の指導

を通じて、いくつかの接点が坂上先生のご研究テーマと生まれ、それらが論文に繋がった

のは私にとってもとても良い経験となりました。国際性と言うことではその他にも、同じ

く姉妹校の第四軍医大学からは Dr. Qing Chu が長期滞在して研究活動に従事し、産学連携

研究室の MPL では複数の中国人やミャンマー人を雇用され、国際交流院会委員長を長くお

勤めになった坂上先生ならではの国際色豊かな研究室運営をなされてきました。この姿勢

は、分野構成員や大学院生に大きな影響を与えております。 

坂上先生の精力的なご研究は多くの論文として広く世に公表されておりますが、同時に

多くの学内外の大学院生、研究者の学位取得にも繋がっております。私が指導に当たりま

した、長尾隆英（本学 28 回卒：兼任講師）、日野峻輔（埼玉医科大学口腔外科助教）、長谷

川尚也（本学 37 回卒：矯正科大学院生）、井出（尾䑓）令奈（本学 38 卒：小児歯科大学院

生）もその中に含まれることから、改めてここに御礼申し上げます。現在では土屋隆子（本

学 39 回卒：矯正科大学院生）が、学位取得を目指して私とともに研究中であり、坂上先生

からもご指導を頂いております。この点も併せて御礼申し上げます。 

本日は最終講義と言うことですが、今後も精力的にご研究は継続されると伺っておりま

す。ご退職に寄せる言葉としては些か適切さに欠けるかもしれませんが、坂上先生のご研

究の益々のご発展とご健勝をお祈りいたします。 
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坂上 宏教授のご退職に寄せて 

明海大学歯学部 

病態診断治療学講座薬理学分野 田 島 雅 道 

 坂上教授が今年度で定年退職(happy retirement)を迎えられ、長年のご尽力に心より感謝申

し上げる次第です。明海大学歯学部薬理学分野に赴任されてから、教育・研究にもの凄い

バイタリティーを持って臨まれる姿には、唯々敬服致します。まるで疲れを知らないかの

ように、ひたすら突き進んで来られました。 

 そして、多くの大学院生や研究生の研究を指導されて来られました。また、学内だけで

はなく他大学や企業との共同研究ネットワークを構築しながら、次々と研究の輪を広げて

来られました。坂上先生は多くの方々との繋がりをとても大切にされ、そのためには決し

て労力を惜しまない性格の持ち主であると思います。さらに、何よりも培養細胞を用いた

実験をすることがお好きであり、多忙な中でも時間を見つけては研究室で実験をされてい

ます。 

 また、よくジョギングをされ、体力維持に努められていることも、こうした活動を支え

る上でとても重要なのだと感じます。ただ、ジョギング中の骨折なども何度か経験された

ことから、今後はあまり無理のない程度にと思います。 

 薬理学分野の教授を離れても、これからも今まで通りに、大学で研究活動を継続されま

すので、定年退職という一つの区切りではあっても、今まで同様いやそれ以上にご活躍さ

れていく姿を見せて頂けるものと思っております。 

 今までのご指導に心より感謝申し上げます。有り難うございました。 

 

 

 

坂上 宏教授のご退職に寄せて 

明海大学歯学部 

病態診断治療学講座薬理学分野 奥 平 准 之 

坂上宏先生、このたびのご退官、本当におめでとうございます。坂上先生とは、2015 年

より採用の段階から大変お世話になりました。先生の熱心なお話に共感し明海大学で教員

として働く決心がつきました。着任後は、研究活動に関して、自由にやらせていただき感

謝しています。また、懇親会やセミナーでは多くの先生方をご紹介いただき、私の人脈の

幅も広がりました。今後は、先生のご興味のある研究テーマで今と変わらず研究活動に邁

進していただければと思っています。お体には気をつけて研究活動を続けてください。 
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これまでの歩んできた道筋 

  



大学院時代(1995~1980)：恩師との出会い 

 私は、東京大学薬学部を卒業後、大手製薬会社の面接試験で、線が細いといわれ不採用

になった。その頃は、シベリウスの音楽に傾倒しており、当時日本にはないレコードを借

りにフィンランド大使館によく行った（後年、フィンランド大使館の会食に招待され、フ

ィンランドの欧州赤松の松かさとシベリウスのアンダンテ・フェスティーボが録音されて

いたオープンリールをレコード会社社長のコリアンダーさんからもらうことになる）。将来

は画家を夢見ていた。当時大学構内におられた美術評論家の高階秀爾先生に、画家になる

ための条件などを伺ったりしたが結論が出なかった。自分は「理性」と「感性」いずれが

勝っているのか？といつも問いかけていた。大学の教務課の女性の人物画（油絵）や、江

東区の深川あたりの運河（パステル画）を描きにでかけたりしていた。外資系の会社の面

接では合格したが、面接員に好感がもてず就職を辞退した。就職担当の大沢利昭教授には、

「大変ご迷惑をかけました。特攻隊の精神で頑張りますので、もう一度大学院試験を受け

させて下さい」と書いた手紙を渡した。

卒業研究の指導者の山田正篤教授（生理化学教室）の人柄に惚れ、研究の道に進んだ。

大学院入試まで、放射線医学総合研究所（佐渡敏彦研究室）に研究生として出向させてい

ただいた。大学院修士課程に入学し、山田教授より、ProNAS に 掲載された Packer & Smith

の「ビタミン E はヒト胎児肺二倍体細胞の寿命を延命する」という論文を渡され、追試を

命じられた。東大分院の南谷幹夫先生より提供された胎児肺からヒト二倍体肺線維芽細胞

(UT20Lu)を樹立した。しかし何度実験を繰り返しても、Packer & Smith の実験結果を再現

できない。 ビタミンＥが培養液に均一に溶けないのが原因ではないかと考えた。最初は、

ビタミンＥリポソームによる乳化を考えて、衛生裁判化学教室の実験台を借りて、卵黄か

らレシチンを精製したが、結局ものにならなかった。次に、血清蛋白質への結合による可

溶化を考えた。そこで、山田教授に紹介状を書いていただき、エーザイ研究所ではビタミ

ン E の蛍光定量法を、東大医学部内科研究室では、超遠心法による血清リポタンパク質の

分離法を習った。ビタミン E は、培養液中のリポタンパク質に結合し、生理的な状態を保

った形で培養液中に良く溶解しており、細胞に取り込まれたことを確認した。陽性対照の

ハイドロコーチゾン は、延命効果を与えたが、ビタミン E は無効であったことから、ビタ

ミンＥには延命効果がないと結論した。これが私の最初の論文となった（Ref. 1）。

Packe&Smith も ProNAS 誌に、血清自身の artifact が原因で追試ができなかったという訂正

論文を公表した。大学院博士課程は、東上線大山駅にある老人総合研究所（現東京都健康

長寿医療センター研究所）の薬理研究室（三井洋司主任研究員、室田誠逸室長）に 3 年間

出向させていただいた。三井らによりヒト二倍体肺線維芽細胞が老化すると、細胞質およ

び核の容積が増大するという論文が発表されていた。これを生化学的に解析するように命

じられた。参考にする文献がなかったため、先ず、老化に伴う核タンパク質の変動を調べ

ることにした。生化学会誌の実験法の欄に、O'Farrell の２次元電気泳動法の操作法が紹介

されていた。筆者の藤田忍先生に電話して、実験見学の機会を与えていただいた。藤田先

生は、私のために半日の時間をつぶし実演して見せてくれた。早速、老人総合研究所のマ

シンショップで、電気鋸でアクリル板を切断し、クロロホルムで接着して、スラブ電気泳
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動装置を 10 台作成した。等電点電気泳動装置は、円形のタッパーを繰り抜き、細いガラス

管の接続部分にゴムをはめ込み完成させた。O’Farrell が一次限目の等電点電気泳動で使用

した urea buffer は、ヒストン H1, H2a, H2b, H3, H4 を抽出せずに、大半のノンヒストンタ

ンパク質を抽出できることを先ず確認した。そして、老化に伴い、ノンヒストンタンパク

質が量的に増加し、等電点がシフトすることを発見した(2)。また、ヒストン H1 の合成と

分解が亢進し、その含量が低下することを突き止めた(3)。しかし、接触阻止により細胞増

殖が停止した場合でも、同様なことが起こることが判明したため、老化に伴う二次的な現

象である可能性が残された(4)。ゲル乾燥中にアスピレーターが水道管から外れ、床上 10 cm

の水漏れ事故を起こした。水は 3 階から 1 階にまで達し、被害にあった 6 個所の研究室に、

ショートケーキをもって謝罪に行った(725)。学位審査の時、水野伝一先生から、「もし、

画家になりたければ、今見た人物像を一瞬の間に、描写できなればならない。」と言われ、

画家になる道は断念した。そして、研究者の道に進むことになった。 
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昭和大学時代(1980~1987)：永遠の研究テーマ 

武田先生との出会い 

大学院で学位を取った年、私の誕生日（3 月 15 日）に、昭和大学理事長の紺野邦夫理事

長から、就職の話をいただき、昭和大学医学部生化学教室に助手として勤務することにな

った。同研究室には、一カ月後に米国 RPMI 癌研究所への留学控えた先輩の武田健先生（現

在、東京理科大学）がおられた。武田先生より、マウス骨髄性白血病細胞分化誘導の研究

テーマをいただいた。早速、埼玉がんセンター研究所の穂積本男所長に M1 細胞を供与し

ていただくために、御礼のショートケーキを持って参上した。途中ケーキを地面にひっく

り返して落としてしまったが、つぶれたケーキを食べていただけたかどうかは尋ねていな

い。この M1 細胞は、成熟マクロファージの分離を目指したウログラフィン密度勾配遠心

法の開発(5)、分化マーカーの発現と DNA の停止との関係(6, 7)、リゾチームのクロマチン

DNA への結合(11)の研究に使われたが、廊下を隔てて向かい側の歯学部生化学教室（須田

達雄教授）に渡ることになり、ビタミン D3 による分化誘導の研究が開花した(8, 9)。 

 

リグニン配糖体との出会い 

2 年の歳月が流れ、武田先生の帰国が迫る中、紺野教授より「教室の定員が過剰になる

ので留学するように」との通告を受けた。私は、長崎市の市民病院で働いていた恵子とお

見合いし、初対面の日にプロポーズし、４カ月後には結婚していた。留学の直前、恵子の

実家に立ち寄った際、冷蔵庫にあったペットボトルの中の茶色っぽい液体が目に留まった。

これは五葉松の松かさの煎じ液であった。後年、リグニン配糖体の発見につながることに

なる。 

武田先生の後任として、家内を連れて、Dr. Bloc の研究室で留学期間を過ごし、ホルボル

エステルで誘導されるヒト骨髄性白血病細胞および T 細胞分化誘導の研究を行った(14-16)。

米国に滞在中、長男の健（現三菱樹脂株式会社研究員）が誕生した。呉羽化学の谷口伸幸

先生との出会いにより、クレスチン（カワラタケ由来タンパク結合多糖）の研究費をスタ

ートした。後年、1993年の香港中文大学で開かれた第１回mushroom product会議でのDr. Liu 

Ken での出会いの契機になった。 

3 年後、幸い空席ができ、昭和大学生化学教室に復帰できた。昭和大学藤が丘病院で次

男の徹（現富士フィルム株式会社研究員）が誕生した。家内の母は、胃にできたポリープ

の悪性化を恐れて五葉松の松かさの煎じ液を飲んでいた。松かさ煎じ液が、消化器系の癌

に有効であるという北九州地方に伝わる民間伝承があるが、科学的な evidence はなかった。

そこで、松かさから抗腫瘍活性のある物質を単離することを思い立った。ヤニの含量が少

ない 10 月頃の風乾しした松かさを長崎市の共楽園緑化建設株式会社から取り寄せた。ヤニ

に含まれる脂溶性物質は、細胞障害性活性が強いので(21)、これらを最初の段階で除去す

る必要があった。エタノール洗浄でヤニを除去する日は、３階のフロアは隅々までヤニの

匂いが漂っていた。アルコール洗浄により脱脂した松かさから熱水抽出液を調製し、培養
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マウス骨髄性白血病 M1 細胞に添加したところ、マクロファージ（NBT 還元能陽性、α-ナ

フチルエステラーゼ活性陽性）に成熟分化した(19)。この分化誘導物質は、DEAE セルロー

スに強く結合し、2 M NaCl では溶出されず、0.15M NaOH でようやく溶出された。さらに、

PAS 染色に対して陽性であった(22)。これは、松かさ熱水抽出液の活性成分は、酸性多糖

である可能性を示唆する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの情報を手がかりに、多糖の分画を始めることにした。松かさ熱水抽出液に含ま

れる多糖を、エタノール沈澱により回収し、DEAE セルロースカラムにかけ、未吸着の中

性糖(Fr. I)と、カラムより 0.5 M NaCl で溶出される Fr. II、2M NaCl で溶出される Fr. III、0.15 

M NaCl で溶出される Fr. IV, V の５つに分画した。抗腫瘍活性を、腹腔に sarcoma-180 を移

植したマウスを延命させる活性により測定したところ、予想通り、抗腫瘍活性は、DEAE

セルロースカラムへの結合度が強いほど（すなわち、酸性度が高いほど）増大した。 

熱水抽出液の残渣を、1% NaOH で処理して、さらに多量の酸性物質を得た。この NaOH

抽出液を酸性(pH 5)にした時に沈澱する Fr. IV と、その上清にエタノールを等量、２倍量、

５倍量添加した時に沈澱する Frs. VII, VIII, IX を得た。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松かさ熱水抽出液の活性成分は、
酸性多糖である。

ゲルろ過

DEAEセルロースイオン交換クロマトグラフィー

ポリアクリルアミドゲル
電気泳動
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このうち、Frs. VI, VII は、熱水抽出液の Fr. V を凌ぐ抗腫瘍活性を示した。元素分析の結

果、これら 9 画分いずれも、抗腫瘍活性の強弱に関係なく、炭素、水素から成るが、硫黄

を含まないことが判明した。村山純一郎先生と川添豊教授との共同研究により松かさ抗腫

瘍物質の本体が明らかにされた。先ず、ガスクロマトグラフィーにより、これらはいずれ

も、グルコース、マンノース、ガラクトース、そしてアラビノースもしくはフコースを含

むことが判明した(20)。次に、Fr. VI の機器分析を行ったところ、UV 吸収スペクトル（260 

nm に極小吸収、280 nm に極大吸収、500 nm にプロードな極大吸収）、IR スペクトル（3400, 

2700, 1700~1600, 1600, 1500, 1400~1000 cm-1 に吸収）、ESR スペクトル（g=2.003 に一本の強

いシグナル）、1H-NMR スペクトル（δ6.5~7.5, 4.5~5.5, 3.0~4.0 ppm）、セルロース薄層クロ

マトグラフィー（市販のアルカリリグニンと同じ Rf 値）により、当初は多糖と思われてい

たものが、フェニルプロペノイドポリマーと多糖の複合体、すなわち、リグニン配糖体で

あることが始めて明らかにされた(28, 36, 43)。 

抗腫瘍活性発現には、多糖だけでは不十分であり、これにフェニルプロペノイド重合体

が結合することが重要であることが示唆された。紺野邦夫教授は、私個人の名前で特許を

取得するように命じ、これが私の生命線になった。 

 

天然界に存在する三大ポリフェノール 

自然界には、タンニン、フラボノイド、リグニン配糖体などで代表されるポリフェノー

ルが無尽蔵に存在している。タンニンは、没食子酸、ヘキサヒドロキシジフェノイル基、

バロネオイル基などとグルコースなどの糖がエステル結合した加水分解性タンニンと、カ

テキンが重合した縮合型タンニン（プロシアニジン）に大別される。フラボノイドは、カ

ルコンから生合成される植物二次代謝産物の総称であり、フラバノン、フラボン、フラボ

ノール、イソフラボン、プテロカルパン、クメスタンなどに大別される。近年、抗加齢効

果が報告されているレスベラトロールは、スチルベノイドという別のグループに分類され

る。リグニンは、フェニルプロペノイド経路の代謝中間体が脱水素重合されて形成され、

木質化植物細胞壁において多糖と結合し、リグニン配糖体を形成する。また、フェニルプ

ロペノイド部分と多糖部分の比率に応じて、分子量、酸性度、溶解性などが微妙に異なる。

完全な構造決定が困難なためか、リグニン配糖体の薬理活性に関する報告は、タンニンや

フラボノイド類と比較してはるかに少ない(reviewed in Ref. 739)。 
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リグニン配糖体の抗 HIV 活性の発見 

フロリダ州タンパ研究所の野々山明範教授は、松かさリグニン配糖体が抗 HIV 活性を示

すことを偶然見つけた(40)。このセンセーショナルな発見は、東京新聞に掲載され、NIH

からのグラントの獲得に繋がった。リグニン配糖体は、HIV の標的細胞への結合を阻止し、

逆転写酵素活性を阻害した(69)。限定分解実験により、糖鎖部分ではなく、フェニルプロ

ペノイド重合体部分が活性発現に必要であることが示された(103)。この点は、試験管内で

合成されたフェニルプロペノイドの脱水素重合体（糖を含まない合成リグニン）が更に高

い抗 HIV 活性（SI=50-100）を示すことにより確証された(91)。更に、フェニルプロペノイ

ドモノマーは不活性であったことから、重合体の形成が活性発現に必要であることが示唆

された。 
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リグニン配糖体の抗インフルエンザウイルス活性の発見 

リグニン配糖体は、インフルエンザウイルスの RNA ポリメラーゼを阻害して、プラーク

形成を阻害し（下図左）(41)、インフルエンザウイルスに瞬時に結合し（中）(98)、インフ

ルエンザウイルスを不活化する(98)。その活性は、多糖多糖画分ではなく、フェニルプロ

ペノイドポリマー部分であった(56)。この知見は、合成リグニンが高い抗インフルエンザ

ウイルス活性を示すことから証明された(57)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この知見は、合成リグニンが高い抗インフルエンザウイルス活性を示すことから証明され

た(57)。 

 

もう一つの伏線：リグニン配糖体とビタミンＣとの相乗作用 

 私の父は，ヘビースモーカーであった。肺での呼吸が苦しくなり，某病院呼吸器科で検

診を受けたところ，拳大の肺がんが見つかり，余命 2 ヶ月との宣告を受けた。父は代々木

にある宮田エンタープライズの１階で、銀食器の販売をしていたが、その顧客の一人が東

風睦之一条会病院院長であった。東風先生は、クリスチャンであり、旧約聖書の中のイチ

ジクが癌に効くという記述に注目し、イチジクの揮発性成分画分から抗腫瘍成分としてベ

ンズアルデヒドを同定していた。ベンズアルデヒドとビタミン C がアセタール結合してい

る sodium 5,6-benzylidene-L-ascorbate (SBA)を、1 日 2 回，単独点滴静脈内投与された。断層

撮影像を見せてもらったが，驚くべきことに，週毎に腫瘍がどんどん退縮し、肺に血管が

行き渡るようになり，片肺呼吸から両肺呼吸が可能になった（下図左）。父によると，SBA

の投与後 30 分から 2 時間にかけて，顔の火照りを感じたそうである。この火照りが抗腫瘍

活性と連関している可能性があるが確認していない。血色も良く，脱毛などの副作用もな

く，まさに夢の抗がん剤と思えた。退院して，職場復帰を果たしたものの，投薬を止める

時期を逸してしまったためか，肺の線維化を起こしてしまい，これが死因となった。SBA

の抗腫瘍効果を最大限発揮させるためには，いつ投薬を止めるかの判断が大切だ。 
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SBA の安定性を調べるために、HPLC による定量法を確立した(120)。SBA は、酸性条件

では、アセタール結合が開裂してベンズアルヒドと、ビタミン C を産生した(140)。この中

では、ビタミン C が最も強い細胞傷害性を与えた（上図右）。ビタミン C 誘導体の中で細

胞傷害活性を示すものはいずれもアスコルビルラジカルを産生した(151)。リグニン配糖体

は、ビタミン C のラジカル強度および細胞傷害性をいずれも増強するが、タンニンは、こ

れらをいずれも抑制した(247)。ビタミン C の細胞傷害性は、細胞外 Ca2+を必要とし、H2O2

の産生を伴っていた(145)。ビタミン C とドパミン(205)、金属イオン(161, 163, 166)との相

互作用について報告した。 
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本橋先生との出会い：城西大学との共同研究の橋渡し 

1990 年のギリシャのマラソンで開催された第 3回 Anticancer Research 会議に出張した

時のことである。昼食時に食堂に行ったら、ヨーロッパのグループが楽しそうにワインを

飲んでいた。友好的な雰囲気のせいもあり、私もSBA研究のライバルであったDr. Pettersen

とともにギリシャダンスを踊った。４人がけのテーブルの１つの椅子が空席であったので、

そこに座ったために、本橋登先生御一家と面識を得ることができた。明海大学歯学部に赴

任してからも、隣り合わせの城西大学の薬学部と理学部に本橋先生の共同研究者（栗原照

夫先生、河瀬雅美先生、白瀧義明先生、若林英嗣先生）がおられたため、その先生方とも

現在に至るまで共同研究を継続している。河瀬先生のお知り合いのジモック名誉教授がサ

スカチュワン大学におられ、ジモック教授のお知り合いのガル教授がアルトゥルク大学に

おられることから、両先生とも共同研究を続けている。その他、多くの大学や企業の先生

と出会い、彼らとも共同研究を続けている(749)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

松
か
さ
と
の
出
会
い

リ
グ
ニ
ン
配
糖
体
と
同
定

エイズ研究会 岡山大・薬（タンニン類）

Anticancer Res学会 本橋先生
城西大・薬（α,β-不飽和ケトン、フラボノイド、クロモン類）

日本生薬学会 東京薬科大（サポニン類）

大和生物研究所（クマザサ葉アルカリ抽出液）日本薬理学会

歯科基礎医学会 慶應義塾大・先端研（メタボローム解析）

城西大・理（アズレン類）

抗
腫
瘍
性
成
分
の
解
析

丸善製薬（甘草、リグニンの抽出）

佐藤園（茶抽出液）

サスカチュワン大（α,β-不飽和ケトン）

アタトゥルク大（α,β-不飽和ケトン）

Mushroom product
研究会 香港中文大

現在

日本生薬研究所（松かさ） / 日本三晶製薬（松の実の殻）

Meikai Pharmaco-Medical Laboratory (MPL)

KLE大（HDAC阻害剤）
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明海大学に赴任してから(1997~現在) 

1997 年 4 月、南直臣教授の後任として、明海大学歯学部歯科薬理学講座に赴任すること

になった。1970年の明海大学の創立と同時に歯科薬理学講座が開設され、南直臣主任教授、

佐藤精一教授のもと、丸山 七朗助教授（2006 年退職）、田島雅道助手（現講師）、柏俣 正

典助手（現朝日大学口歯科薬理学分野教授）等が中心となり、現在の講座の基礎作りがな

された。2005 年に大講座制に伴って講座名を病態診断治療学講座薬理学分野と改組した。

2008 年に安達一典講師（現准教授）、2011 年に梅村直己助手（現朝日大学歯学部口腔生化

学助教）、2017 年に奥平准之助教が就任した。研究テーマも、ポリフェノールの口腔疾患

への適応、随意・不随意な顎運動の発現調節に関わる中枢性神経機構、血管内皮細胞の一

酸化窒素生成に影響を与える因子の解析、癌幹細胞を標的とした治療法の開発と、多岐に

亘り、各スタッフが initiative を取っている。明海大学卒の客員講師（長尾隆英）、専攻

生（大槻純子、佐藤貴映）の協力を得ている。 

明海大学歯学部に赴任して、先ず驚いたことは、薬理学と生理学（上羽隆夫教授）の研

究室が、2階と 3階を共有していたことである。3階には主だった分析装置が集中している

ため、双方とも 3 階の研究室を離れたくなかった。2 階は、クリーンベンチ一台がおかれ

ている他は、主として倉庫として使用していた。しかし、一箇所に集中した方が能率的で

あると考え、2 階への都落ちを決意した。北野歯学部長から資金的援助がもらえ、電源を

確保し、柏俣正典先生は城西大学から中古のディープフリーザーや冷蔵庫を調達し、持ち

前の職人技で鋸で材木を縦に切断し、三段の棚を壁に取り付け、研究環境が整った。 

 

産学連携体制の確立 

荒津氏との出会い、そして MPL の創立：1997 年、明海大学に赴任後まもなく、日本生薬研

究所の荒津千明氏から松かさリグニンの商品化の話をいただいた。非常勤講師をされてい

た高山史年先生から産学連携研究施設の設立のノウハウを教わった。1999 年、宮田侑前理

事長（現相談役）の格別なご配慮により、明海大学歯学部内に産学共同研究施設 Meikai 

Pharmaco-Medical Laboratory (MPL)の設置に至った。食品産業への実業化を目指した「歯

科領域におけるポリフェノールの臨床的意義と応用に関する研究」からスタートした。 

 

MPL 研究員 

①廣井美紀 (1999), ②姜宜 (2001), ③橋本研 (2001~2002), ④中村千佳 (2002), ⑤Morshed 

SRM (2003~2004), ⑥Chowdhury SA (2004~2006), ⑦小林正樹(2006~2007), ⑧不老美也子

(2007~2008), ⑨周麗(2008~2009), ⑩河野みち代(2009~2010), ⑪May Maw Thet(2009~2010), 

⑫友村美根子(2009~現在), ⑬松田友彦(2010~2012), ⑭岩本祥子(2011~2012), ⑮大越絵実加

(2013~2015), ⑯生宏(2015~2016), ⑰増田宜子(2016~現在) 
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企業 

(1) TPI(株)＆ (株)日本生薬研究所へ（研究代表：荒津千明）＜リグニン配糖体＞ 

① 日本三晶製薬(株)（研究代表：吉原将純、吉原正晶）：松の実の殻> 

② 丸善製薬(株)（研究代表：山本正次）<各種植物からのリグニン配糖体の調製、甘草フ

ラボノイド> 

③ 医療法人 一条会（研究代表：東風睦之院長）：ベンズアルデヒド誘導体 

④ エーザイ(株)（担当：飯沼典雄）<ビタミン K誘導体及びプレニルアルコール類> 

⑤ (株)中村カイロ協会（研究代表：中村渡）桑の実のジュースとマスティック 

⑥  (株)ロッテ中央研究所（担当：前田裕一）＜カカオハスク、カカオマス＞ 

⑦ (株)大和生物研究所（研究代表：大泉高明）<クマザサ葉アルカリ抽出液（ササヘルス） 

⑧ (株)ヒューマラボ（研究代表；牧野徹）＜シイタケ菌糸体培養抽出物(LEM)＞ 

⑨ ポーラ化成工業(株)＆(株)佐藤園（担当：福田寿之）＜緑茶、ウーロン茶、オレンジフ

ラワー＞ 

⑩ (株)アピカ・コーポレーション（研究代表：斎田圭子）：山人参（イヌトウキ 

⑪ (株)カスケード資源研究所（研究代表、古藤田香代子、吉田英信）：<月桃、稲わら>＜

鉄イオンで低分子化したリグニン＞ 

 

国内研究機関 

① 城西大学: 横江一朗研究室（薬学部）<歯科用有機合成化合物>; 白幡晶研究室（薬学部）

（現城西大学学長）<ポリアミン＞; 河瀬雅美研究室（薬学部）（現松山大学大学院研究

科長）＜創薬化学＞; 白瀧義明研究室（薬学部）＜フラボノイド＞; 杉田義昭研究室（薬

学部）＜天然素材をモチーフにした有機合成化合物＞; 須永克佳研究室（薬学部）＜薬

物代謝＞; 栗原照夫・若林英嗣研究室（理学部）＜アズレン＞ 

② 岡山大学薬学部 奥田拓男・吉田隆志・波多野力研究室<多量体タンニン類の構造解析> 

③ 東京薬科大学 三巻祥浩研究室 <サポニン、テルペン> 

④ 東邦大学薬学部 深井研究室<フラボノイド> 

⑤ 慶応大学先端研究所（メタボローム解析） 

⑥ 東京理科大学薬学部・田沼靖一研究室（アポトーシス活性） 

⑦ 聖マリアンナ大学・中島秀喜研究室（抗 HIV 活性） 

⑧ 昭和大学・福地邦彦研究室（抗 HSV 活性）、浅野和仁研究室（抗ストレス試験）、佐藤和

恵研究室（ESR 測定） 

⑨ 明治薬科大学・植沢研究（QSAR 解析） 

 

国外研究機関 

① サスカチュワン大学 Dr. Dimmock（α,β-不飽和ケトン類） 

② アルトゥルク大学 Prof. Gul（炭酸脱水素酵素阻害剤） 
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③ KLE 大学 Prof. Karki（ヒストン脱アセチル化酵素阻害剤） 

④ 明海大学姉妹校 

 

SCRP 大会に参加した学生の研究指導 

1999 岩坂憲助（6年生）：アスコルビン酸関連化合物等の酸化還元剤による細胞死誘導に

おける過酸化水素の関与（ファカルティー・アドバイザー(FA)：坂上宏） 

2000 仙名智弘（４年生）：抗てんかん薬フィニトインによるヒト歯肉線維芽細胞の増殖促

進機構（FA：丸山七朗） 

2001 鈴木史香（4 年生）：マクロファージ活性化剤による NO 産生とアルギニンの消費に

及ぼす効果（FA：坂上宏） 

2002 岡安晴生（4 年生）（共同研究者： 鈴木史香、5 年生）：お茶抽出液や漢方成分は、

細菌内毒素による N O 産生促進を阻害する（FA：坂上宏） 

2003 阿藤久泰（2 年生）（共同研究者：岡安晴生、5 年生）／鈴木 史香、6 年生）：レー

ザー照射によるヒト歯肉細胞の増殖と細胞死の誘導（FA：坂上宏） 

2004 岸野香織（5年生）（共同研究者：佐藤 理絵、5年生） 培養口腔正常細胞の加齢に

伴うフッ素感受性の変化（FA：坂上宏） 

2006 坂東康彦（4 年生）：Methotrexate による口腔細胞傷害性の誘導と細胞死のタイプ

（FA：坂上宏） 

2007 大城健（4年生）（共同研究者： 丸山 永修、3年生）3Mix のヒト口腔細胞に対する

傷害性の検討（FA：坂上宏） 

2009 中村勇貴（2年生）（共同研究者：小玉治樹、2年生／佐藤朋佑、2年生）：学生生活

における唾液アミノ酸濃度の日内変動（FA：坂上宏） 

2010 西山明良（2年生）：マクロファージの活性化におけるアミノ酸代謝 （FA：坂上宏） 

2013 髙橋謙次郎（４年生）歯科矯正が及ぼす三叉神経への影響（FA：安達一典） 

2014 尤雅田（3年生）歯の移動に伴う疼痛に対する漢方薬の効果（FA：安達一典） 

 

日本歯科医学会総会 

2009 大城健（5年生）、岸野香織、坂上宏：メルファランのヒト口腔扁平上皮癌細胞に対

する選択毒性と誘導される細胞死のタイプの同定（於：横浜パシフィコ）、 

丸山永修、岸野香織、坂上宏：2-メトキシエストラジオールのヒト口腔扁平上皮癌

細胞に対する選択毒性と誘導される細胞死のタイプの同定（於：横浜パシフィコ） 

2012 西山明良（4年生）、松田友彦、日野峻輔、堀江憲夫、下山哲夫、坂上宏：加齢に伴

う唾液グリシン濃度の上昇の生理学的意義：グリシン産生細胞の探索と機能に及ぼ

す影響（於：大阪国際会議場） 
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学位論文指導および論文指導 

(a) 薬理学分野

大学院生：鈴木史香、岸野香織 

専 攻 生：大槻純子、長尾隆英 

研 究 生：橋本正晴、佐藤貴映、中谷地徹、中野健介、安本英司、波多野一、竹川文弘、 

嶋田智哉子 

(b) 他の臨床講座

寺坂弘司、荻原孝子、斎藤昌利、岡田典久（口腔診断学）；岡村正彦、山崎大輔、松本 学、

佐々木妥啓、田村希、井手尾篤志、山崎崇史、小貫裕之、前川雄哉、金井 靖、南部俊之、

南部久美、別府祐次（口腔外科Ⅰ）；小山典子（口腔外科Ⅱ）；仁杉直子、初雁育介、 

竹内梨沙、小林克江、大野聖加、内田茂則（麻酔科）；小川了美、簡建寰、佐々木 会、 

長谷川尚也、土屋隆子（矯正）；尾䑓令奈（小児歯科） 

(c) メキシコ州立自治大学

Rene Garcia-Contreras, Alejandro Mena Acra 

城西大学の学部生、卒研生および大学院生の研究指導 

(a)薬学部

田代美由樹、寺澤邦子、桃井 K、井上 K、宮本まどか、堀井春香、増田裕子、松島玄明 

(b)理学部

2002 福島 英剛 山田 智子 

2003 横山 恵子 橋場 香菜 

2004 有川 聡美 西代 正志 （大学院生として 3年間） 

2005 大島 伸晴 赤津 孔明 西代 正志 

2006 関根  孝 髙橋 樹里 西代 正志 

2007 宮原 香織 村山 ひろみ 

2008 須賀 昭那 成田 太一 

2009 小野 真那巳 菅藤 歌織 

2010 島田 亜希 植木 淳一 （大学院生として 3年間） 

2011 大野 雅紀 植木 淳一 

2012 植木 淳一 

2013 下平 千恵 関根 章太 

2014 高橋 拓也 

2015 富越 由希子 野村 麻紀 

2016 上原 真莉  峰村 向日葵（計 26 名）
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抗腫瘍活性 

新薬の開発や医薬品評価には、依然として臨床試験に入る前に動物実験が義務付けられ

ている。しかし、動物とヒトでは、薬物代謝経路や感受性が異なり、動物愛護や倫理的な

問題などから、動物実験に対する支持が激減している。それを補完するのが、人体を模倣

したコンピューター技術の応用と、培養細胞の活用である(787)。 

そこで、生体を反映した in vitro 腫瘍選択性の評価法を開発した。腫瘍選択性の評価胞

の開発には、全てヒト由来の細胞を使用した。すなわち、がん細胞としては、ヒト口腔扁

平上皮癌細胞(HSC-2, HSC-3, HSC-4, Ca9-22)を、正常細胞としては、間葉系のヒト正常組

織由来細胞（歯肉線維芽細胞, HGF、歯根膜線維芽細胞 HPLF、歯髄細胞, HPC）あるいはヒ

ト上皮系口腔正常細胞（口腔ケラチノサイト, HOK、歯肉上皮前駆細胞, HGEP）を用いた。

これらの細胞に、種々の濃度のサンプルを添加し、48 時間培養し、生細胞数を MTT 法によ

り測定した。濃度依存性曲線より、50%細胞傷害濃度(CC50)を計算した。腫瘍選択係数（TS

値）は、正常細胞に対する CC50の平均値を、癌細胞に対する CC50の平均値で割り求めた。

この TS 値が大きいほど、腫瘍選択性が高いことになり、抗がん効果が期待される。上皮系

の正常細胞の増殖は遅く、通常培地では全く増殖しない。そのため、増殖因子が添加され

た特殊培地に使用が不可欠であり、一定数以上の細胞数をルーチンに確保すること困難で

あった。また、後述するように、上皮系正常細胞を増殖因子存在下で培養すると、抗癌剤

に対して高い感受性を示すことが明らかになった(811)。この結果より、間葉系の正常細胞

3種と口腔扁平上皮癌細胞 4種を用いたスクリーニング系を採用した。 

 

抗がん剤：アントラサイクリン系抗生物質 (doxorubicin, epirubicin, daunorubicin, 

mitoxantrone) (TS=181±100 (47~259))、mitomycin C (TS>29), bleomycin (TS>3.6), peplomycin 

(TS>4.0), 5-FU (TS>66), melphlan (TS=11.1), docetaxel (TS>128)、5-FU(TS=>66)は高い腫瘍選

択性を示した(平均の TS=357)。興味深いことに、camptothecin を高含量含む喜樹の葉抽出

物(TS=88.3)、ヒマラヤ原産の植物抽出液 poly-herbal formula (TS=839)、nocobactin などの細

菌生成物(TS=62.0)が高い腫瘍選択的性を示した。この結果は、間葉系の正常細胞と上皮系

のがん細胞を使用しても、細胞のタイプが異なるにも関わらず、本試験管内試験で得られ

た腫瘍選択係数は、抗がん活性を反映することを示している。本法を用いて各種天然物質

および有機合成化合物の腫瘍選択係数を網羅的に再検討した。 
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ポリフェノール関連化合物：リグニン配糖体の腫瘍選択性はそれほど高くなかった

(TS=2.7)。タンニン類では、gallic acid (TS=1.0)、catechin (TS=1.1)、加水分解性タン

ニンのモノマー(TS=1.5)などの低分子化合物と比較し、large circular ellagitannins 

(TS=4.4)や procyanidin (TS=4.8)のような高分子がより高い腫瘍選択性を示した。同様に、

146 種のフラボノイド類は、全般的に低い腫瘍選択性を示した(TS=2.1)(739)。 

 

その他の有機化合物： 3 種類のテルペン・サポニン類(TS=1.5)、3 種類の抗酸化剤(curcumin, 

chlorogenic acid, vitamin C) (TS=1.7~2.5), 89 種類のケトン類(α,β-unsaturated ketones, 

α-hydroxyketones, β-diketones, trifluoromethylketones, azulenequinones) (TS=2.3), 

42 種類のアミド類(pheylpropanoid amides, piperic acid amides, oleoylamides) 

(TS=2.4) , 154 種類のアズレン・トロポロン類(TS=3.1), 41 種類の 1,4-dehydropypyridine

類(n=1.6), 52 種類のビタミン K関連化合物(TS=2.0)は弱い腫瘍選択性を示した(739)。 

 

新規抗腫瘍性物質の探索：イチジクの揮発性成分から抗腫瘍成分として単離された

benzaldehyde は比較的高い腫瘍選択性を示した(TS=8.8)(599)。しかし、その水溶性誘導

体である sodium-5,6-benzylidene-L-ascorbate (SBA)は、治療不能な肺がん患者、および

ラット誘発肝がんに対して著効を示すものの、in vitro での腫瘍選択性は低かった

(TS=2.0)(524)。SBAは、酸性の条件下では、アセタールの開裂に伴いbenzaldehydeとsodium 

ascorbate を生成するが、これらの分解物による制がん癌効果の可能性についての検討は

なされていない。 

クロモンの基本構造は、フラボンやイソフラボン等に見出される。我々は、6 種類の

2-styrylchromone 誘導体(TS=7.3) (n=6)、15 種類の 3-styrylchromone 誘導体(TS=14.9)、

16 種類の 3-Styryl-2H-chromene 誘導体(TS=19.1)が、比較的高い腫瘍選択性を示すことを

発見した。その中でも、特に、chromone 環の 6 位の炭素に OCH3 基が結合した

Tumor-specificity (TS) value

1 10 100 1000

Lignin-carbohydrate complex (n=4)
Gallic acid (n=1)

Catachin (n=1)
Hydrolyzable tannins (monomer) (n=7)

Large circular ellagitannins (n=4)
Procyanidins (n=6)
Flavonoids (n=146)

Telpens/saponins (n=73)
Antioxidants (n=3)

Ketones (n=89)
Amides (n=42)

Azulens/Tropolones (n=154)
1,4-Dihydropypyridines (n=41)

Vitamin K-related compounds (n=52)
Benzaldehyde (n=1)

Sodium 5,6-benzylidene L-ascorbate (n=1)
2-Styrylchromones (n=6)

3-Styrylchromones (n=15)
3-Styryl-2H-chromenes (n=16)

Nocobactins (bacterial products) (n=2)
Camptotheca acuminate leaf extract (n=1)

Poly-herbal formula (n=1)
Anticancer drugs (n=11)
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(E)-3-(4-hydroxystyryl)- 6-methoxy-4H-chromen-4-one [11]は最大級の腫瘍選択性を与

えた(TS=69)(738)。 この物質は、口腔扁平上皮癌細胞 HSC-2 に、ミトコンドリアの空胞化

を誘導し、オートファジー（LC3-II タンパク質の発現）を抑制して、アポトーシス（cleaved 

PARP1 および cleaved caspase-3 の出現）を誘導することが明らかになった。メタボロー

ム解析により、アミノ酸およびグリセロリン脂質関連の代謝物(choline, CDP-choline, 

ethanolamine）の早期変動を認めた。抗がん剤による口腔扁平上皮癌細胞における細胞死

の誘導には、細胞保護的に働くオートファジーが抑制され、最終的にアポトーシスの誘導

により完了することが示唆された(779)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抗 癌 剤 の 副 作 用 に 対 す る 緩 和 作 用 ：  ト ポ イ ソ メ ラ ー ゼ 1 阻 害 薬 (CPT 、

SN-38)(TS>1853,>979)、トポイソメラーゼ II 阻害薬(DXR, DNR)(TS=70, 55)、微小管阻害

薬(DOC)(TS>2708)、チロシンキナーゼ阻害薬(Gefitinib)(TS=4)などの抗癌剤は、ヒト口腔

間葉系細胞（歯肉線維芽細胞, 歯根膜線維芽細胞、歯髄細胞）と比較してヒト口腔扁平上

皮癌細胞（歯肉由来 Ca9-22, 舌由来 HSC-2, HSC-3, HSC-4）に対して強い細胞傷害活性、

すなわち、高い腫瘍選択性を示した。しかし、これらの抗がん剤は、いずれも正常ヒト口

腔上皮系細胞(HOK、HGEP)に対して強い傷害性を示すことが見いだされた。DXR 傷害により

剥離した上皮系細胞傷害は、アポトーシスの特徴を示した (811)。 
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オートファジーあるいはパラプトシースを誘導しやすい構造： α,β-不飽和ケトン類は、

オートファジーあるいはパラプトーシス（アポトーシスやオートファジーでもなく、空胞

変性を誘導する細胞死）を誘導しやすい(465, 474)。この論文が Dr. Klionsky の目に留ま

り、2編の総説の共著者になった(504, 670)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mes.nor Epi. Nor
vs vs

Ca9-22 HSC-2 HSC-3 HSC-4 mean HGF HPLF HPC mean HOK HGEP mean OSCC OSCC
(A) (B) (C) (B/A) (C/A)

CPT <0.064 <0.064 <0.064 <0.064 <0.064 200.0 9.8 146.0 118.6 0.25 3.93 2.09 >1853 >33
SN-38 <0.064 <0.064 <0.064 <0.064 <0.064 143.0 29.3 15.7 62.7 <0.075 1.47 <0.77 >979 <12
DXR 0.13 0.06 0.09 0.06 0.09 7.3 1.3 9.3 6.0 0.13 0.17 0.15 70 1.7
DNR 0.27 0.07 0.13 0.09 0.14 4.9 10.0 8.2 7.7 <0.0039 0.41 <0.21 55 <1.5
ETP 11.27 3.00 2.67 2.47 4.85 351.3 500.0 500.0 450.4 1.80 3.17 2.48 93 0.5
MMC 3.97 0.36 0.14 0.78 1.31 22.0 65.0 34.3 40.4 0.10 0.28 0.19 31 0.1
MTX 8.97 0.19 <0.13 <0.13 <2.35 >400 >400 >400 >400 >1000 <0.13 >500 >170 >212
5-FU 15.27 100.33 186.33 92.67 98.65 >1000 >1000 >1000 >1000 12 14 13 >10 0.1
DOC <0.032 <0.032 <0.032 <0.032 <0.032 69.7 99.7 90.7 86.7 0.12 0.032 0.076 >2708 >2.4
Melphalan 114.00 29.00 18.33 19.00 45.08 153.3 197.3 169.7 173.4 13.47 18.67 16.07 4 0.4
Gefitinib 18.00 22.33 15.67 13.67 17.42 57.7 68.3 83.0 69.7 3.47 4.10 3.78 4 0.2

CC50 (μM) TS

Human oral normal cells
Human oral squamous cell carcinoma Mesenchumal cells Epithelial cells
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抗ウイルス活性 

 抗 HIV活性を、50%細胞傷害濃度を50%有効濃度で割った有効係数(SI)で評価したところ、

リグニン配糖体(SI=50~300)は、抗 HIV 治療薬(SI=2975~23261)には及ばないが、タンニン

類(SI=1~14)、フラボノイド類(SI=1~24)、漢方製剤(SI=1~2)よりも、一桁、あるいは二桁

強い活性を示すことが明らかになった(813)。また、アルカリ抽出は、熱水抽出よりも効率

よく、抗 HIV 物質を緑茶葉、紅茶葉、オレンジフラワー、甘草根より回収できることが明

らかになった(705, 731)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この結果を踏まえ、倫理委員会の承認を得て臨床試験を行った。リグニン配糖体とビタミ

ンＣの錠剤（丸善製薬）は、ヘルペス感染者の症状を緩和し（姉妹校メキシコ州立自治大

学との共同研究）(559)、リグニン配糖体を豊富に含むクマ笹葉アルカリ抽出液（ササヘル

ス®、大和生物研究所）の経口摂取は、扁平苔癬様異形成症の症状を緩和した(682)。2013

年 10 月、クマ笹歯みがきが発売され、最近、その口臭抑制効果が確認された(781)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Anti-HIV activiy Anti-HIV activiy 
SI SI

Lignin-carbohydrate complex Lower molecular weight polyphenols 
  Pine cone of Pinus parviflora  Sieb. et Zucc 14   Hydrolyzable tannins (monomer)(MW: 484-1255)(n=21) 1.8±2.8
  Pine cone of Pinus elliottii  var. Elliottii 28   Hydrolyzable tannins (dimer)(MW: 1571-2282)(n=39) 2.3±3.2
  Pine seed shell of Pinus parviflora  Sieb. et Zucc 12   Hydrolyzable tannins (trimer)(MW: 2354-2658)(n=4) 3.4±3.7
  Bark of Erythroxylum catuaba  Arr. Cam. 43   Hydrolyzable tannins (tetramer)(MW: 3138-3745)(n=3) 7.3±6.5
  Husk of cacao beans of Theobroma 311   Condensed tannins (MW: 290-1764)(n=8) 1.1±0.4
  Mass of cacao beans of Theobroma 46   Flavonoids (MW: 84-648)(n=92) 1.5±1. 9
  Lentinus edodes  mycelia extract (L･E･M) 94  Tricin 24
  Precipitating fiber fraction of murberry juice 7 Synthetic compounds
  Alkaline extract of  leaves of Sasa senanensis  Rehder 86   Water-soluble azulenes (n=8)
  Dehydrogenation polymers of phenylpropenoids (n=23) 105   (E )-3-(4-Hydroxystyryl)- 6-methoxy-4H -chromen-4-one <1

  Nano-ligno (LCC treated with Fe
2+

) 49~150   (E )-3-(4-Chlorostyryl)-7-methoxy-2H -chromene <1

Chemically modified glucans Alkaline extract vs hot-water extract
  Neutral polysaccharides of pine cone of P. parviflora Sieb. et Zucc 1   Green tea leaves　       Hot water extraction <0.022
  Uronic acid-containing polysaccharides of pine cone 1             　　　                 Alkaline extraction 3
  N,N -Dimethylaminoethyl paramylon (substituion ratio: 5%) <1   Oolong tea leaves　　   Hot waer extraction <0.033
  N,N -Diethylaminoethyl paramylon (substitution ratio: 10%) <1             　　　                 Alkaline extraction 13
  2-Hydroxy-3-trimethylammoniopropyl paramylon chloride <1   Orange flower      　      Hot water extraction <0.5
  Sodium paramylon sulfate (substitution ratio: 4%) >274             　　　                Alkaline extraction >15
  Dimethylaminoethyl curdlan  (substitution ratio: 5%) <1   Licorice root　　　　        Hot water extraction 4
  PSK (protein-bound polysaccharide) 1             　　　               Alkaline extraction 42
Positive Controls   Kampo medicines (n=10) 1.0±0.0
  Dextran sulfate (molecular mass, 5 kDa) 2956   Constituent plant extracts of Kampo medicines（n=25) 1.3±0.8
  Curdlan sulfate (molecular mass, 79 kDa) 11718
  Azidothymidine 23261
  2’,3’-Dideoxycytidine (ddC) 2974
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甘草フラボノイドの抗 HSV 活性の構造活性相関： 

他の被検化合物と比較して、甘草含有成分には極めて高い SI 値を示す化合物を認めた。

特に、liquiritin apioside, isoliquiritin apioside, および lucurzid は SI 値が 400 以上を示す優れ

た抗ヘルペスウイルス活性を示した。QSAR 解析の結果、甘草含有成分を含む 19 種類のフ

ラボノイドの抗 HSV 活性（SI 値）は、分子の極性、イオン化ポテンシャル、分子サイズお

よび環構造数に関連する記述子[MATS5p, GATS5p, GATS5i, NRS, J_Dz(Z), J_Dz(m)]と良好

な相関を示すことが判明した（r2 > 0.6, P < 0.0001 ）。この結果は、これらの化合物の抗ヘ

ルペスウイルス活性が構造的なカテゴリーを超越した構造的・物理化学的特徴に依存する

ことを示唆している(805)。 

各化合物につき一重結合を回転させ、活性発現に重要な構造的特徴（ファーマコフォア）

が重複するように重ね合わせ(A)、全ての化合物につき同様な解析を行い炭素原子を模した

格子点を空間上に多数配置した直方体の中に挿入し(B)、多変量解析により予測モデルを構

築した(C)。3D-QSAR 解析の結果得られた、ファーマコフォアおよび各種相互作用形式を

描画する（D）。緑色は芳香環などによるファンデルワールス相互作用がタンパク質ポケッ

ト内における化合物の安定化に寄与していると考えられる部分を示している。一方、青お

よび赤色部分では、各々正および負の正電荷が好まれる。これらの特徴を考慮し、適切な

官能基を導入することにより、対象とする生理活性により大きな影響を及ぼす分子の構築

が可能であると考えられる。もしかしたら、フラボノイド類の標的は一種類ではないだろ

うか(808)？ 
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左図：19 種類のフラボノイド類の化学記述子と抗 HSV 活性(log SI)との相関。1, Liquiritin 
apioside; 2, liquiritin 7-apiosylglucose; 3, liquiritin; 4, neoliquiritin; 5, liquiritingenin; 6, isoliquiritin 
apioside; 7, lucurzid; 8, isoliquiritin; 9, neoisoliquiritin; 10, isoliquiritigenin; 11, tricin; 12, 
3,3',4',5,6,7,8-heptamethoxyflavone; 13, nobiletin; 14, tangeretin; 15, sudachitin; 16, epigallocatechin 
gallate; 17, chlorogenic acid; 18, coumaric acid; 20, resveratrol.  右図：3D-QSAR 解析による SI 値
予測モデルの構築と相互作用形式 

 

紫外線防護作用 

リグニン配糖体やクマ笹葉アルカリ抽出液（ササヘルス®、大和生物研究所）の抗 UV

活性（SI=25.6~41.9, 38.5）は， 抗酸化剤の gallic acid や EGCG の抗 UV 活性を上回った。

SE の抗 UV 活性は，ビタミン C の添加で相乗的に増強された。SE の紫外線防御成分は

1H-NMR より、1,4-置換ベンゼンのシグナルと trans のオレフィンのシグナルを示し、trans-p-

クマル酸に類似している構造を有することが推察された。SE は、ビタミン C と相乗作用を

示した(792)。スキンケアへの応用が示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Anti-UV activity Anti-UV activity
  (SI)  (SI)

Lignin-carbohydrate complex Antioxidants
  Pine cone of Pinus parviflora  Sieb. et Zucc 37.1   Vanillin 63.8
  Pine cone of Pinus elliottii  var. Elliottii >38.1   Sodium ascorbate (vitmin C) 42.4
  Pine seed shell of Pinus parviflora  Sieb. et Zucc 25.6   Curcumin <1
  Lentinus edodes  mycelia extract (L･E･M) 41.9   Ar-turmerone <1
  Alkaline extract of  leaves of Sasa senanensis  Rehder 38.5   N- Acetyl-L-cysteine <1
Chemically modified glucans
  N,N -Dimethylaminoethyl paramylon (substituion ratio: 5%) <1 Alkaline extract vs hot-water extract
  Sodium paramylon sulfate (substitution ratio: 4%) <1   Green tea leaves　       Hot water extraction 3.4
Lower molecular weight polyphenols             　　　                 Alkaline extraction >10.4
  Epigallocatechin gallate 7.7   Oolong tea leaves　　   Hot waer extraction <1
  Gallic acid 5.4             　　　                 Alkaline extraction >7.4
  Luteolin 6-C-β-D-glucoside >2.8   Orange flower      　      Hot water extraction
  Luteolin 7-O-β-D-glucoside 7.3             　　　                Alkaline extraction
  Luteolin 6-C-α-D-glucoside >7.1   Licorice root　　　　        Hot water extraction
 Tricin 23.5             　　　               Alkaline extraction

  Kampo medicines (n=10) 2.4±1.8
  Constituent plant extracts of Kampo medicines（n=25) 1.4±1.6
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抗炎症作用 

IL-1β は、歯肉線維芽細胞に炎症(PGE2 の産生、COX-2 の発現)を惹起する。ササヘルス
®(SE)は、歯肉・歯根膜由来の線維芽細胞による炎症性物質の産生を抑制したり(739)、骨前

駆細胞の破骨細胞への分化を抑制する(682)ことが判明した（投稿準備中）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酸化チタンのナノ粒子の炎症増悪作用 

酸化チタンのナノ粒子は、空胞の中に取り込まれ(A)、炎症（IL-1β で刺激したヒト歯肉

線維芽細胞によるプロスタグランジン E2（PGE2）の産生および COX-2 タンパク質の発現）

を増悪した(C, D)(750)。 
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更にメタボローム解析により、IL-1βおよび酸化チタンのナノ粒子の両者を併用投与す

ると、オルニチン、S-adenosylmethionine（SAM、メチル基供与体）、還元型グルタチオン

が相乗的に低下することを明らかにした。酸化チタンのナノ粒子は、先ず、エンドサイト

ーシスにより細胞の空胞に取り込まれ、1）オルニチンの低下→プトレシンの低下、2）SAM

の低下→炎症性サイトカインの遺伝子発現の上昇、3）還元型 GSH の低下の、3つの経路が

協調して、炎症を増悪するという作業仮説を立案した(750)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Proposed mechanism: 
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フッ素の作用点 

フッ素については、フロオロアパタイトの生成（エナメル質への耐溶解性の賦与）、結晶

性の向上（齲蝕抵抗性の賦与）、再石灰化の促進、細菌が産生する酵素活性の阻害効果があ

ることから、歯科では歯磨剤に添加されて使用されている。しかし、口腔癌細胞に対する

作用についての報告例は少なかった。我々は、フッ素のヒト口腔扁平上皮癌細胞 HSC-2 細

胞への取り込みとアポトーシス誘導能について詳細な解析を行った。 

フッ素電極法で測定したところ、フッ化水素(NaF)は、添加した僅か約 0.01-0.09%しか

HSC-2 細胞に結合もしくは取り込まれないことが判明した(666)。NaF の標的はどこであろ

か？NaF は、HSC-2 細胞を、ヒト歯肉線維細胞 HGF よりも強く傷害した。NaF は、HSC-2

細胞にはアポトーシスを誘導したが、HGF 細胞には誘導しなかった。ウェスタンブロット

解析により、Bad の発現と脱リン酸化を促進した。Bad は、carbonid anhydrase II (CAII)と結

合しており、NaF の刺激で、CAII が脱離し、Bcl-2 と置換することが始めて明らかになっ

た。siRNA により Bad あるいは CAII mRNA をノックダウンすると、NaF 誘導性のカスパ

ーゼの活性化が、それぞれ、抑制あるいは増強した。CAII は、NaF 誘導性のアポトーシス

を、Bad と結合することにより、負に調節していることが示唆された(625)。 

メタボローム解析により、NaF の添加後 30 分以内に解糖系のエノラーゼ反応（2PG の利

用の低下より）、TCA サイクルが阻害された。その後、ATP の AMP への利用が促進し、ア

ポトーシスおよび酸化ストレスマーカーの上昇が観察された(715)。 
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リグニンの作用点は？ 

DNA マイクロアレー解析により、リグニン配糖体は、LPS とは対照的に、マンナンの受

容体である dectin-2 の過剰発現を誘導することが明らかになった(612)。リグニン配糖体の

作用発現には、dectin-2 受容体を介する可能性が生じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老化マーカーの探索 

口腔ケアとアンチエージングの注目度は高まっている。しかし、適切な唾液の老化マー

カーはまだ見つかっていない。杉本昌弘先生（慶應大学准教授）との共同研究で、唾液中

のプロリンとグリシンが、コラーゲン中の比率を保ったまま、加齢にしたがって増加する

ことが明らかになった(701)（投稿準備中）。それでは、プロリンとグリシンはどこから来

るのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯肉線維芽細胞、歯根膜線維が細胞、歯髄細胞からのプロリンとグリシンの供給は僅かで

あるので、唾液中に蓄積したこれらのアミノ酸は、コラーゲンの分解により生成された可

能性が示唆された(780)。 
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将 来 展 望 

  



 

将来展望 

 植物、海産物などの天然資源より口腔疾患（口腔癌、口内炎、扁平苔癬様異形成症な

ど）や神経疾患（認知症など）に対する予防薬・治療薬の開発 

 食材（海産物や酒類）の熟成に伴う薬効の変動：アミノ酸の光学異性体化に注目して 

 抗癌剤の副作用（ケラチノサイト毒性）を軽減する物質の探索：増殖因子の刺激によ

る感受性変化の可能性（セルソーターを用いた細胞周期解析） 

 老化マーカーを用いた老化抑制物質の探索 

 水泳などのスポーツによる認知症予防効果の検討 

 QSAR 解析のデータベース化：活性有機化合物の推定、合成、検証による新規化合物の

創製 

 明海大学歯科医学総合研究所 Meikai Research Institute of Odontology (M-RIO)の設立：産

学連携の発展と強化 
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次世代へのメッセージ 

  



競争社会における日本の現状： 

中国は、研究開発費においては、欧州連合（EU）と日本を抜き米国に次ぐ世界 2 位であり、

研究者数では、米国を抜き第１位にランクしている。論文数においては、2014 年では、第

1 位のアメリカ（36 万報）に、第 2 位の中国（22 万報）が急接近しており、イギリス(11

万報)、ドイツ(10 万報)に続き、日本は 5 位（8 万報）であった。2016 年には日本は、フ

ランスに抜かれ第 6 位になりそうである。思春期の若達を対象とした調査結果によると、

日本の若者の多くは、将来に向けて努力もせず、受け身的に生きているように見うけられ

る（鍋田恭孝、子どものまま中年化する若者たち、幻冬舎新書、2015 年 7 月）。戦後の経

済成長に伴い生活が満たされ、あえて現状を変革してゆく理由が喪失したためと思われる。

しかし、多くの人達は、日本の将来に対する危機感を持ちながらも、巨大なシステムの前

では、無力になり、社会を変革できずにいる。現在の情報化時代の様々なシステムを有効

に活用することにより、新たな存在意義を見出すことが重要ではないか(786)。 

中国の躍進と包囲網： 

中国は、2021 年の「中国共産党結党百年」と 2049 年の「中華人民共和国建国百年」と

いう目標を設定して、「偉大な中華民族の復興」の実現を目指す。習首席は、第 18 期中央

委員会第 6 回総会（六中全会）では、毛沢東や鄧小平と並ぶ「核心」の地位を確認した。 

中国は、2015 年、新規導入風力発電容量は、前年比で 31.5%増の 3050 万キロワットとな

り、世界全体の 48.4%を占めるシェア１位となった。香港ニカラグア運河開発投資は、500

億ドル（6 兆円）という莫大な総工費（ニカラグアの GDP の約 5 倍）を調達して、19 年度

にニカラグア運河を完成させる予定である(Wedge 70-74, 2016 July)。運河完成後 100 年

間は、中国の管理下に置かれるので大西洋に物資や武器を運ぶことができる。中国南西部

の貴州省で 2016 年 9 月、世界最大の電波望遠鏡「FAST (Five-hundred-meter Aperture 
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Spherical radio Telescope」が稼働状態に入り、地球外の知的生命体の探索への利用が期

待されている(Wei Yang, Boost basic research in China, Nature 534: 467469, 2016)。

中国は、宇宙空間で軍事力を増強して続けており、情報収集、航行支援、通信、気象観測

のための人工衛星を 142 基打ち上げている(Newsweek 2016.12.13, p29-31)。 

中国は、揚子江以南以外は雨が少なく乾燥した土地が多いため、農地を拡大できない。

そこで、中国種子企業は、耐乾燥性のあるトウモロコシや小麦の遺伝子組換種子を開発中

である。中国の国家並列計算機工学研究所センターが開発した「神威太湖之光」と呼ばれ

るスーパーコンピューター（スパコン）は、１秒間に約 9.3 京回（1016 倍）の浮動小数点

演算を実行でき、その計算速度は、3 位のアメリカのタイタンの約 5 倍、日本の理化学研

究所と富士通が開発した「京」の約 9倍以上である（エコノミスト 94(31): 86-87, 2016） 

(816)。 

 

国際的コミュニケーション能力の重要性 

将来的にどの分野においても、中国と友好関係を結んだ方がよいと思う。そのためには、

相手の言うことに対して、興味を持って耳を傾け、異文化および雰囲気を理解し、観察し

て、そして相手の立場に立って考えることが重要である(786)。 

 

これからの競争社会に立ち向かうには： 

大学院時代にすべきこと：  

大学院時代は、将来プロとして独り立ちするための準備期間である。教授からもらった

研究テーマに心中する覚悟で挑戦する。ここで踏ん張ると、将来、高い位置からスタート

ができるので有利である。何度失敗しても誰からも怒られないのは、この時期だけである。

失敗を恐れてはいけない。失敗を重ねれば重ねるほど、自分自身を強靭にし、自信が得ら

れ、オリジナリティーが構築されて行く。親の脛をかじっているという自覚を持ち、寸暇

を惜しんで、文献の読み方、研究の進め方、実験技術、そして英語論文の書き方を習得す

る。独力で一編の論文を最後まで完成させる能力を身に着けることだ。論文数は問題では

ない。英語力をつけるには、米英の売れっ子作家の小説（原書）を多読するとよい。たく

さんの洒落た言い回しを覚ると英会話、海外での発表や論文の執筆にも大変役に立つ。タ

ンパク質の精製法、遺伝子発現の測定法、遺伝子のクローニングなど最先端の分子生物学

的手法を習得できたらしめたものである。所属する研究室で習えない技術は、必要なら所

属長の推薦状をいただき、他の研究室に出向いてでも仕入れるようにする。多少ずうずう

しいくらいやっても怒られることはない。覚えたノウハウは、独り占めしないで、学生同

士で教えあう。そうしないとヒトから習いにくくなる。習得した知識量が多いほど、将来

の研究テーマの選択の幅が広がり、分析能力が強まる。このように逞しく育った大学院生

は、どの大学の教授も欲しがる。運が良ければ、すぐ良い就職口が見つかるだろう。逆に、

不真面目に大学院時代を過ごした人は全くこのチャンスがない。だから、心配しないで、

研究に没頭することだ(748)。 
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研究職についたら：  

大学あるいは研究所で position を得たら、組織の仕事（教育、学生指導）と自分の仕事

（研究）を両立させ、同時進行させることを心がける。最初に取り組むべきことは、自分

の identity の確立である。そのためには、できるだけ早期に興味のある研究テーマを見つ

けることだ。興味のない研究は長く続かない。研究テーマは、意外に身近なところに隠れ

ている。どこに興味を持つかがポイントである。時流に流されていてはいけない。時流に

流されると、永続性のある研究はできず、中断を余儀なくされることもあり、あとで後悔

する。謙虚な態度で、常に新技術を学ぶ習慣を維持しつつ、興味のある研究テーマに果敢

に挑戦すれば、どうにかなる。回りの人も暖かい目で見てくれる。明確な目標や仮設を設

定し、努力し頑張り通せば、目標は必ず実現する。継続は力なりである。そして、オリジ

ナルな発見に出会う。その時が、自分の identity が確立した時点であり、競争社会の中に

一拠点を設けたことになる。 

新しい発見をした場合は、すぐに特許を取得すべきである。特許の取得により、後年計

り知れない恩恵を得ることになる。したがって、組織の長は、若い研究者に自由度を与え、

努力や工夫次第で夢が実現できる環境を提供し、特許を独占させてあげるべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二つの経営法の比較、白丸は、組織のマニュアル化に従う部分、黒の領域は、自主的な

仕事が許されている部分。マニュアル化に従っているだけでは、一生組織の長になれな

い(A)。自主的な仕事を許されている部下は、上司が退職後も、自分の城をそのまま引

き継ぎ更に発展させることができれば、やがて、組織の長になれるチャンスもある

(B)(727)。 

 

研究を継続させるためには、外部資金の獲得が重要である。情報化時代に突入し、外部

研究資金の獲得の競争が一段と激化した。一人では研究資金を獲得することは難しくなり、

共同研究チームとしての申請に変わりつつある。この時代の流れに負けないようにするに

は、どうしたらよいであろうか。先ずは、同世代の共同研究者を作ることである。最初の

ステップは、ネット上で研究成果を real-time で公開することである。自己アピールをし

て、○○大学あるいは○○研究所に、誰々ありという存在感を示せば、おのずと、人は集

A 「仕組み」経営によるマニュアル化

B マニュアル化 ＋自立化（城を与える）

退職

次世代への
バトンタッチ
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まってくる。しかし、何と言っても、生涯のパートナーと出会えるのは、学会においてで

ある。学会では、ポスターの演者の前に行き、積極的に話しかけ、名刺交換をするとよい。

それが共同研究はスタートする契機になったりする。国際学会で知り合ったパートナーと

は、毎年 Christmas card の交換もでき楽しいものだ。懇親会にも是非参加して欲しい。ワ

イングラスを片手に、多くの方に自分から話しかけてみると、意外なところに接点を見い

だすことがある。アルコールが入っているので、リラックスして、本音でお話ができる。

出会いの回数が多くなると、断片的な知識や情報がつながり始め、そこで、素晴らしいア

イデアが浮かんだりする。自分の人生を決定的に変えてしまうような出会いは、真摯に現

実を見極めようとするヒトにのみ、ご褒美として与えられる(748)。 

 

チームリーダーとして：  

共同研究者が集まってくると、自然と研究グループが形成されチームリーダーになる。

研究グループは、組織の長（教授）だけが作るものではなく、准教授でも、助教でも、非

常勤の先生でも誰でも作ることができる。チームリーダー（教授）は、スタッフ全員に公

平(Fair)に研究グループを作るチャンスを与えるべきである。 

やる気のない部下がいる研究室は，暗い雰囲気が漂い、精神的にも良くない。従って、

チームリーダーは、部下のやる気と自主性を高める努力をすべきである。決して一部の部

下を排除したり、落し入れたりしてはいけない。部下の夢を実現できる環境が整備できれ

ば、部下からの信頼と協力が得られる。スタッフ全員に、自分の城を与え、自主的に研究

（テーマの選定から、科研費の申請、そして、他施設との共同研究まで）を行わせること

だ。決して、次世代を担う部下の夢や希望を摘んでしまってはいけない。しかし、同じ研

究室にいる以上、場の雰囲気を読み、各メンバーは個人プレーに暴走しないよう配慮

(Care)することも大事である。困った時にはお互いに助け合い、そして、成功の喜び、失

敗の悲しみを共有(Share)する。 

論文の作成上、最も神経を尖らせることは、論文の共著者として教授の名前を入れるか

否かである。米国では，論文の執筆に責任をもてる人以外は，共著者として加えない。日

本でこれを行うと研究室の雰囲気がぎすぎすしてしまう。他講座との連携を維持する都合

上，学会抄録と原著論文には教授を共著者として加える方が良いだろう。スタッフのライ

フワークの総説に関しては、執筆者の単著（場合により，共同研究者との共著）として発

表させるのは如何であろうか。若い研究者にとり、特許は将来の研究の生命線になり，自

身の研究を守る最大の味方になるので重要である。従って、特許申請に関しては、第一発

見者に取得させるのが良いと思う。このような配慮をすると、スタッフからは、様々なサ

ポートをいただけることになるだろう。 

 

学会会場あるいは出張先などでの出会いから、研究テーマをいただき，共同研究を進め

る契機になったりする。この思わぬ出会いは、勇気を出して話しかけてみないと発掘され

ない。話しかけた相手とは、たまに共通の事実、人物、場所、イベントなどが見つかり、

人生を楽しいものに変えてくれる(727)。 

① 大和生物研究所蓼科工場での植樹祭は、偶然私の誕生日（3月 15 日）に開催された。
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その日は、大和生物の専務、歯周病学分野の小村尚徳先生、補綴学分野の中貴弘先生、

城西大学図書館員の Sさんの誕生日でもあった。 

② 生化学会(仙台)出張の折，乗車したタクシーの運転手の息子は、東大薬学部生理学教

室の後輩であった。 

③ 廃棄物委員として，北海道真駒内の東海大学で開催された会議に出張の折、タクシー

に相乗りをした立教大学理学部の堀内昭教授は、私の弟と大変近い（徒歩 5 分）と

ころにお住まいであることがわかり、chapter を一緒に出版することになった(418)。 

④ 愛知学院大学で開催された歯科理工学会の懇親会の楽しさを、坂戸駅のホームのベン

チに座っていた明海大学の学生に伝えたところ、彼女の実家は，愛知学院大学の近所

であった。 

⑤ メディアセンターの熱海旅行で、熱海を去る直前，モア美術館の方向に指をさしてい

る方に，モア美術館の場所を聞いた。連れの方は、以前、藤が丘の団地に住んでいた

時に、大変お世話になった昭和大学薬学部の浜道則光先生であった。 

 

研究者は、シンガーソングライターと同じく、アローナー(a loner)である。体力が続く

限り、自分の作品を発表し続ける。アンサンブルを組む場合は、構成員たるスタッフのや

る気、独立心、コミュニケーション意欲を掻き立て、友好的な環境を整えることが大切だ。

Fair! Care! Share! 頑張りましょう! 
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